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特集  財政の見直しが急務

　
上
図
か
ら
、
現
在
市
は
歳
入
の

44
％
を
他
者
に
依
存
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。

　
中
で
も
、
市
の
借
金
で
あ
る
市
債

は
、
平
成
21
年
度
に
約
35
億
円
発
行

し
て
お
り
、
一
般
会
計
の
市
債
残
高

は
現
在
、
約
２
６
４
億
円
に
上
っ
て

い
ま
す
（
右
図
）
。

　現在、市では人件費などの支
出の削減に取り組むほか、歳入
（収入）の増加を図るため企業
誘致にも力を入れています。
　しかし、近い将来、地方交付
税の大幅な減額など、市の財政
は確実に厳しさを増していきま
す。
　来たるべき時に向け、新しい
財政の仕組みづくりや、体制づ
くりが急務となっています。

〈市債残高の推移〉

　
市
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
進
め
る

上
で
、
そ
の
費
用
の
元
と
な
る
の
が

歳
入
（
収
入
）
で
す
。

　
平
成
21
年
度
決
算
（
上
図
）

で
は
、
歳
入
は
５
１
０
億
１
，

２
１
１
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
お
金
が
、
昨
年
度
、
市
の
お
財
布

に
入
っ
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

お
財
布
の
中
の
44
％
は

依
存
財
源

　
歳
入
は
大
き
く
分
け
て
、
自
主
財

源
と
依
存
財
源
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

自
主
財
源
と
は
、
市
税
や
手
数
料
な

ど
、
市
が
直
接
得
て
い
る
収
入
で
、

依
存
財
源
と
は
、
市
債
（
借
金
）
や

国
か
ら
の
補
助
金
な
ど
、
他
者
か
ら

得
て
い
る
収
入
で
す
。

H11 H17 H18 H19 H20
0
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216

277 281 282 275

(億円)

(年度)H21

264

自主財源

284億 1,375万円

依存財源

225億 9,836万円

市税など市の直接的な収入

国などからの補助金や市債

平成 21年度決算を見ると…

自主財源の内訳

依存財源の内訳
〈市債〉
約 35億円

〈市税〉
約 186億円
64%

〈地方交付税〉
約 65億円
29%

～H27 H28 H29 H30 H31
0

4

8

12

16

20
17

15.3

11.9

8.5

5.1

(億円)

(年度)H32

1.7

H33

特
例
措
置
分
の
金
額

(平成21年度特例措置分17億円で試算)

0

15.3

一般会計歳入（収入）

510億1,211万円

で
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
以
降

は
徐
々
に
減
り
、
平
成
33
年
度
に
は

平
成
21
年
度
と
比
べ
て
17
億
円
も
減

額
さ
れ
ま
す
（
左
図
上
）
。

歳
出
は
右
肩
上
が
り

　
こ
の
よ
う
に
歳
入
が
減
る
一
方
で

歳
出
の
状
況
を
見
て
み
る
と
、
高
齢

化
や
景
気
の
低
迷
な
ど
の
影
響
で
、

医
療
費
や
生
活
保
護
費
な
ど
に
支
出

さ
れ
る
扶
助
費
が
、
年
々
右
肩
上
が

り
に
な
っ
て
い
ま
す
（
左
図
下
）
。

　
今
後
、
こ
う
し
た
市
民
の
生
活
や

命
を
守
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
費
用

を
、
い
か
に
確
保
し
て
い
く
の
か
が

重
要
と
な
る
た
め
、
市
で
は
、
10
年

後
、
20
年
後
の
将
来
に
向
け
て
、
財

政
の
見
直
し
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
将
来
的
な
歳
入
に
つ
い
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

　
ま
ず
、
自
主
財
源
の
６
割
を
占
め

る
市
税
（
市
民
税
な
ど
皆
さ
ん
か
ら

納
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
税
金
）
に

つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
景
気
の
状

況
に
も
よ
り
ま
す
が
、
少
子
化
に

よ
る
生
産
者
人
口
の
減
少
な
ど
か

ら
、
今
後
、
税
収
の
大
幅
な
伸
び
は

見
込
め
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
依
存
財
源
の
３
割
を
占
め

る
地
方
交
付
税
（
国
か
ら
市
へ
交
付

さ
れ
る
お
金
）
に
つ
い
て
は
、
現
在

１
市
３
町
が
合
併
し
た
こ
と
に
よ
る

特
例
措
置
を
受
け
て
お
り
、
通
常

（
合
併
し
な
か
っ
た
場
合
に
）
交
付

さ
れ
る
金
額
よ
り
増
額
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
特
例
措
置
は
平
成
28
年
度
ま

H11 H17 H18 H19 H20
0

20

40

60

80

50.4
59.8

67.8
72.6 74.4

(億円)

(年度)H21

77.7

〈地方交付税の合併による特例措置分の推移〉

〈扶助費の推移〉

市は
どんな工夫を
しているの？

め、限界はありますが、今後
もさらに効率化を進めていき
ます。

2公債費（借金返済
のお金）を縮減

　市では公債費を縮減するた
め、かつて借り入れた市債
（借金）を、より低利率で借
り換えしたり、繰り上げ償還
（返済）するなどしていま
す。
　これにより、平成 19 年度
～ 21 年度までに、約 16 億
円を縮減することができまし
た。

1人件費をカット
　合併後、各市町で行われて
いた同じような事業を一つに
まとめるなど、事務・事業の
効率化を図っています。
　また、退職者数に対して採
用者数を 1/2 としており、
職員数は合併時に比べ 5 年
間で 190 人削減しました。
　この結果、平成 17 年度と
比べて平成 21 年度決算で
は、人件費を約 15 億 6,000
万円減少させることができま
した。
　市民サービスを維持するた

3市の仕事や利用者
の負担を見直す

　限られた財源・人員をより
効率的に配置するため、事業
の見直しは必須です。
　市では、昨年 4月と 11 月
に『事業仕分け』を実施しま
した。
　事業仕分けの結果は、予算
編成や事業の実施内容へ反映
していきます。
　また今後は、各種公共施設
などの使用料や、補助金につ
いても見直し作業を進めてい
きます。

　入ってくるお金の増加は見
込めないけど、出ていくお金
は確実に増えていく…。
　市では、こうした状況を見
込んで、さまざまな対策を実
施しています。
　ご理解とご協力をお願いし
ます。

56%44%
歳 入歳 入

地
方
交
付
税
は
17
億
円
減
額
予
定

借
金
残
高
は
264
億
円
に

その内訳は…

〈その他（手数料など）〉

〈その他（国庫支出金など）〉

深
谷
の
お
財
布
事
情

財
政
の
見
直
し
が
急
務

16%
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フカニャンのワンポイント解説
I have　直前の the pleasures にかかっている
what　～するもの（関係代名詞のwhat）
homemaker 「専業主婦」に当たる言葉だが、性別に関係なく使える

　One of  the p leasures  I  have i s 
participating in the Open Lecture program 
organized by SIT. We offer classes and 
lectures on various subjects, ranging from 
psychology to science and technology. 
　What has always impressed me is the 
wide range of adult students who attend 
these classes and lectures. The majority of 
our students come from the surrounding 
area, from small towns and large towns in 
Saitama and Gunma prefectures. The age 
range is very wide: retired people, young 
office workers, homemakers, and even 
high school students. They bring with 
them an enormous wealth of experience 
and ideas to this program of studies. 
Learning is for life!

　私の楽しみの一つは、埼玉工業
大学が主宰する公開講座に参加す
ることです。私たちは心理学から
科学・技術まで、多岐にわたる内
容の講座や講演を提供しています。
　いつも印象的なのは、この講座
や講演に出席する受講生の多様さ
です。受講生の大部分は周辺の地
域、つまり埼玉県と群馬県の大小の
町々からやって来ます。年齢層は非
常に幅広く、退職した人、若い会
社員、主婦、それに高校生が参加
することもあります。皆が公開講座
に経験とアイデアという計り知れ
ない豊かさをもたらしてくれます。
学びは生涯続けられるものなので
す！

ロンドン近郊出身。ロンドン
大学歴史学学士号、エクセ
ター大学ヨーロッパ文学修士
号取得。1990 年から日本在
住。2002 年から埼玉工業大
学人間社会学部教授。

キャンパスライフdeＥｎｇｌｉｓｈ
The Open Lecture program 公開講座

Nicholas
Williams

ニコラス
ウィリアムズ

もっと知りたい ♥
ウィリアムズ先生のこと

最近読んだ本
...Man with a Blue Scarf
好きな日本の番組
...NHKのニュース

※フカニャンは、埼玉工業大学のマスコットキャラクターです。

２
月
の
ご
案
内

定
期
上
映
時
間

　

①
午
前
10
時
30
分
〜

　

②
午
後
１
時
30
分
〜

　

③
午
後
４
時
30
分
〜

　

④
午
後
７
時
30
分
〜

通
常
料
金　

１
，
０
０
０
円

１
NPO
市
民
シ
ア
タ
ー
・
エ
フ

（
☎
551
‐
４
５
９
２
・
Ｃ

「
深
谷
シ
ネ
マ
」
で
検
索
）

※
火
曜
日
定
休

「
ト
ラ
ッ
ク
野
郎
」（
日
本
）

と
き　

２
月
６
日
㈰
〜
12
日
㈯
④

内
容　
『
ア
ド
街
』
の
深
谷
特

集
を
記
念
し
て
、
愛
川
欽
也

氏
出
演
の
人
気
シ
リ
ー
ズ
の

う
ち
１
本
を
上
映

　「
マ
デ
ィ
ソ
ン
郡
の
橋
」

（
ア
メ
リ
カ
・
135
分
）

と
き　

２
月
13
日
㈰
〜
19
日
㈯
①

「
ふ
た
た
び
」（
日
本
・
111
分
）

と
き　

２
月
13
日
㈰
〜
19
日
㈯

②
③
④　

内
容　

孫
と
共
に
旧
友
と
の
再

会
を
求
め
て
旅
に
出
た
ジ
ャ

ズ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
た
ど

る
道
程
と
よ
み
が
え
る
友
情

を
描
く
。

「
瞳
の
奥
の
秘
密
」（
ス
ペ
イ
ン
・

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
・
129
分
）

と
き　

２
月
20
日
㈰
〜
26
日
㈯

①
②
③
④

内
容　

裁
判
所
を
退
職
し
た
男
が

手
掛
け
た
25
年
前
の
事
件
が
、

あ
る
女
性
へ
の
思
い
と
と
も
に

脳
裏
に
再
浮
上
し
て
い
き
衝

撃
の
真
実
へ
と
た
ど
り
着
く
。

※
上
映
情
報
は
す
べ
て
予
定
で

す
。
予
告
な
し
に
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

「
マ
ザ
ー
ウ
ォ
ー
タ
ー
」

（
日
本
・
105
分
）

と
き　

２
月
５
日
㈯
ま
で

内
容　

古
都
・
京
都
を
舞
台
に

ゆ
っ
た
り
と
心
豊
か
に
生
き

る
女
性
３
人
を
め
ぐ
る
心
癒

や
さ
れ
る
物
語

「
う
ま
れ
る
」（
日
本
・
104
分
・

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
）

と
き　

２
月
６
日
㈰
〜
12
日
㈯

①
②
③

内
容　

４
組
の
夫
婦
の
出
産
を

通
じ
て
、
命
、
家
族
、
人
生

の
本
質
を
問
い
掛
け
る
注
目

の
記
録
映
画

深
谷
シ
ネ
マ

年
度
中
に
市
長
が
代
表
職
を
離
職

し
、
次
期
代
表
職
を
選
任
し
て
い

き
ま
す
。

　
こ
の
方
針
を
作
成
し
た
趣
旨
で

す
が
、
市
民
に
よ
り
構
成
さ
れ
た

団
体
や
、
公
共
性
の
あ
る
団
体
な

ど
が
、
組
織
的
に
も
、
財
政
的
に

も
行
政
に
対
す
る
依
存
度
を
抑
制

し
、
自
立
性
を
高
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
か
ら
で
す
。

　
ま
た
、
市
長
が
代
表
職
を
務
め

る
団
体
は
相
当
数
あ
り
、
そ
の
中

　
市
で
は
、
「
市
長
が
団
体
の
代

表
職
か
ら
離
職
す
る
方
針
」
を
定

め
ま
し
た
。
こ
の
方
針
に
基
づ
き

団
体
と
協
議
し
な
が
ら
、
平
成
23

　　　　　

　　　　　　市ではこんな事業が進んでいま
す

に
は
、
市
か
ら
の
補
助
金
を
受
け

て
い
る
団
体
も
あ
り
ま
す
。

　
補
助
金
の
交
付
の
在
り
方
に
つ

い
て
、
透
明
性
を
高
め
て
い
く
た

め
に
も
「
市
長
が
団
体
の
代
表
職

か
ら
離
職
す
る
方
針
」
を
定
め
、

団
体
と
市
の
関
係
を
必
要
最
小
限

に
し
て
い
き
ま
す
。

　
市
長
が
、
代
表
職
を
離
職
す
る

Topics
トピックス

県
内
初
め
て
の
取
り
組
み

市
長
が
団
体
代
表
職
か
ら
離
職
す
る
方
針
を
制
定

サ
ー
ビ
ス
と
コ
ス
ト
を
分
か
り
や
す
く
表
示

「
行
政
の
値
札
」
を
作
成

　
安
定
し
た
市
政
運
営
を
進
め
て

い
く
た
め
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
市
政
に
対
す
る
理
解
と
協
力
が

不
可
欠
で
あ
り
、
ま
ず
は
サ
ー
ビ

ス
と
コ
ス
ト
の
関
係
を
知
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
す
。 

  

こ
の
た
め
、
市
は
、
公
共
施
設

の
コ
ス
ト
を
分
か
り
や
す
い
形
で

表
示
す
る
「
行
政
の
値
札
」
の
取

り
組
み
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
市
政
へ
の
理
解
を
こ
れ
ま
で
以

上
に
深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
受
益
と
負
担
の
適
正
化
な

ど
、
公
共
施
設
の
効
率
的
な
運
用

に
活
用
し
、
さ
ら
な
る
市
民
サ
ー

ビ
ス
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
主
な
も
の
（
下

表
）
を
紹
介
し
ま
す
。

　
全
区
分
（
33
区
分
）
の
詳
細

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
企
画
財
政
課
（
☎

574
‐
６
６
３
２
）

団
体
の
種
類
は
、

ア
法
人
格
を
有
す
る
団
体

イ
自
立
し
た
運
営
が
で
き
る
可
能

性
が
あ
り
、
市
が
多
額
の
補
助

金
を
支
出
し
て
い
る
団
体

ウ
祭
典
な
ど
を
運
営
す
る
団
体

エ
そ
の
他
市
長
が
認
め
る
団
体    

と
定
め
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
㈶
深
谷
市
施
設

管
理
公
社
、
深
谷
市
土
地
開
発
公

社
、
㈳
深
谷
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
な
ど
13
団
体
（
左
上
表
）

で
す
。

　
今
後
、
市
長
が
代
表
職
を
離
職

し
た
団
体
の
次
期
代
表
職
が
選
任

さ
れ
る
ま
で
の
間
、
代
表
職
の
交

▶
市
長
が
代
表
職
を
離
職
す
る
お
か
べ

物
産
観
光
㈱
道
の
駅
お
か
べ

代
に
よ
り
業
務
が
停
滞
し
な
い
よ

う
に
市
は
団
体
に
対
し
て
真し

ん
し摯
に

支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
次
に
、
後
任
の
代
表
者
の
選
任

で
す
が
、
原
則
と
し
て
公
募
を
優

先
し
、
公
職
者
は
除
き
ま
す
。
選

任
に
つ
い
て
は
、
市
長
の
同
意
を

必
要
と
し
ま
す
。

　
今
回
の
団
体
の
代
表
職
か
ら
離

職
す
る
こ
と
に
関
し
て
は
、
公
約

の
「
市
長
職
に
専
念
す
る
」
を
実

現
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
そ
れ

と
と
も
に
、
団
体
の
自
立
性
を
高

め
、
補
助
金
の
在
り
方
の
透
明
性

の
確
保
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら

実
施
し
て
い
く
も
の
で
す
。

施設区分 総コスト※1 1人1回当たりの利用コスト
うち利用者負担

図書館※2 142,474,000円 866円 0円

川本サングリーンパーク 52,940,000円 489円 225円

公民館 348,383,000円 637円 15円

総合体育館 198,649,000円 691円 138円

※１総コストには、事業費のほか、職員の人件費や建物の減価償却
　　相当額も含めています。
※２公立図書館は、図書館法により利用料を徴収することは禁止さ
　　れています。

■市長が代表職を離職する団体
市長が代表職を離職する対象団体は次の 13団体です。
⑴　㈶深谷市施設管理公社 ⑻　㈳深谷市シルバー人材センター
⑵　深谷市土地開発公社 ⑼　深谷市観光協会
⑶　おかべ物産観光㈱ ⑽　深谷市産業祭実行委員会
⑷　㈲はなぞの ⑾　深谷七夕まつり実行委員会
⑸　荒川中部土地改良区 ⑿　深谷まつり実行委員会
⑹　山王用水土地改良区 ⒀　深谷桜まつり実行委員会
⑺　()福深谷市社会福祉協議会
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ＣＦ
loseUp

ukaya

■市内でのイベントや出来事を写真で紹介するコーナーです。

クローズアップふかや

7

　南中学校の生徒と桜ケ丘小学校・深谷西小学校
の児童 126 人が、民生・児童委員の案内で一人暮ら
しのお年寄りを訪問し、お花をお届けしました。

花の郵便屋さん活動
南公民館21

12

　お正月を迎える門松を自分で作る第 2 回門松教
室が開催されました。色濃く真っすぐに伸びた竹と松
を使い、玄人顔負けの作品を完成させていました。

門松作り教室
花園公民館19

12

　23 年の兎
うさぎ

年に懸けた「うさぎ」をモチーフにした下
絵を、カッターで慎重に切り取る「切り絵」。同じ下
絵から、一人ひとり味のある作品が生まれました。

切り絵教室
深谷公民館13

12

　埼玉工業大学の卓球部員 18 人が講師となり、卓
球講習会が開催されました。小学生から一般まで約
120人が参加し、技術を磨いていました。

冬季卓球講習会
市民体育館18

12

しめ飾りづくり
藤沢公民館

12

　藤沢公民館の年末の恒例行事となったしめ飾りづ
くり。20人の参加者は、玉飾りや五

ご ぼ う

寶飾りなど立派
なしめ飾りを作り上げていました。

27第 90 回全国高校ラグビー
近鉄花園ラグビー場（大阪府東大阪市）

12

　埼玉県代表として、正智深谷高校、深谷高校の 2
校が出場しました。2校とも3回戦へ進出しましたが、
ベスト 8 は惜しくも逃しました。今後を期待します。

30

こころざし深谷国際塾
ＪＩＣＡ地球ひろば（東京都渋谷区）

12

　Ｊ
ジ ャ イ カ

ＩＣＡの協力の下、国際社会に貢献できるリー
ダーを育成するため、こころざし深谷国際塾が開催
され、小・中学生 35人が参加しました。

26

　郷土に伝わる文化の伝承と世代間の交流を図るため、ま
ゆ玉づくりが行われました。まゆ玉飾りは、養蚕が盛んな
ころ、蚕

さんけん

繭の豊作を祈願して行われていたものです。

まゆ玉づくり
もくせい館 ８

1

▲ミズキに団子を飾り付ける子どもたち

　市内 25 分団および女性消防団が参加し、出初式が行わ
れました。460人が参加し、消防車の行進、閲

えつだん

団などが、
緊張感漂う中で行われました。

消防団出初式
消防本部屋外訓練場 9

1

　熊谷地区新規高等学校卒業予定者就職面接会が、キ
ララ上柴で開催されました。26 事業所と74人の高校生
が参加し、真剣なまなざしで面接に臨んでいました。

高校卒業予定者就職面接会
キララ上柴17

1

　平成 23 年に成人を迎えたのは、1,493人の皆さんで
す。式典には、1,128人が参加しました。同窓生との再
会を喜ぶと同時に大人としての自覚を高めていました。

成人式
深谷ビッグタートル 9

1

▲世界の食糧問題や教育問題、貧富の問題などを学ぶ様子

▲正智深谷高校対若狭高校（福井県）の試合
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健康・子育てNaviな び

休日急患診療所 こども夜間診療所

	 2	月	6	日・	11	日・	13	日・	20	日・	27	日　
診療日

	 2	月	5	日・	 6	日・	11	日・	12	日・	13	日・	19	日・	20	日
	 	 	26	日・	27	日　

	 3	月	6	日・	13	日・	20	日・	21	日・	27	日　 	 3	月	5	日・	 6	日・	12	日・	13	日・	19	日・	20	日・	21	日
	 	 	26	日・	27	日　

午前 9 時～正午・午後 2 時～ 5時 診療時間 午後 7時～10 時

内科・小児科 診療科目 小児科・内科（こども）
※診療場所は、総合健診センター・休日急患診療所（常盤町62‐2・☎573‐7723）です。
※日時は、携帯電話からもご確認いただけます。Ｂhttp://mobile.city.fukaya.saitama.jp/
※こども夜間診療所を受診する際には、午後9時45分までに受け付けを済ませるよう、ご協力をお願いします。

休日急患の診療

健康・子育てNaviな び

事業名 実施日時など 対象者区域 会場 対象者など

マタニティ教室

	 2	月 4日㈮・10日㈭・19日㈯
午前9時20分～ 11時50分

全区域
おおむね妊娠中期（16～ 27週）の妊婦と夫、
祖父母
※要電話予約	 3	月 4日㈮・11日㈮・19日㈯

午前9時20分～ 11時50分

子育ての広場

	 2	月	23	日㈬

午前	10時～	11時	30分
午後	 1時～		4時

全区域
子育て中の保護者とお子さん（未就学児）
の交流の場としてお部屋を開放します。
※乳幼児相談（25ページ）と同日開催

	 3	月	 9	日㈬

	 3	月	14	日㈪

	 2	月	28	日㈪ 午前	10時～	正午

離乳食教室 	 3	月	 8	日㈫ （受け付け：午前9時45分～ 10時） 深　谷 おおむね3～ 4か月児　※1週間前までに要電話
予約（保育を希望されるかたは予約時にご相談ください）

4か月児
健康診査

	 2	月	18	日㈮

（受け付け：午後1時～ 1時30分） 深　谷

平成22年	 9	月	26	日～	10	月	 3	日生まれ

	 2	月	25	日㈮ 平成22年	10	月	 4	日～	10	月	15	日生まれ

	 3	月	 4	日㈮ 平成22年	10	月	16	日～	10	月	25	日生まれ

	 2	月	15	日㈫ （受け付け：午後1時～ 2時） 川本・花園 平成22年	 9	月	・10月生まれ

1歳6か月児
健康診査

	 2	月	17	日㈭

（受け付け：午後1時～ 2時）

深　谷
平成21年	 7	月	18	日～	 7	月	31	日生まれ

	 3	月	 3	日㈭ 平成21年	 8	月	 1	日～	 8	月	16	日生まれ

	 2	月	23	日㈬ 岡　部 平成21年	 6	月・ 7月生まれ

	 3	月	 8	日㈫ 川本・花園 平成21年	 7	月・ 8月生まれ

3歳児健康診査

	 2	月	10	日㈭

（受け付け：午後1時～ 2時）

深　谷

平成19年	 7	月		1	日～	 7	月	19	日生まれ

	 2	月	24	日㈭ 平成19年	 7	月	20	日～	 7	月	31	日生まれ

	 3	月	10	日㈭ 平成19年	 8	月	 1	日～	 8	月	13	日生まれ

	 2	月	22	日㈫ 川本・花園 平成19年	 7	月・ 8月生まれ

	 3	月	 1	日㈫ 岡　部 平成19年	 8	月・ 9月生まれ

BCG接種

	 2	月	14	日㈪・15日㈫・21日㈪
（受け付け：午後1時～ 1時30分） 深谷・岡部 平成22年	10	月	16	日～	11	月	15	日生まれ

	 3	月	 2	日㈬ （受け付け：午後1時～ 1時30分） 川本・花園 平成22年	11	月生まれ

指定日にお越しになれない場合、ご相談がある場合および問い合わせは、各会場（上記）へご連絡ください。
下記の各事業（マタニティ教室、子育ての広場を除く）の対象者へは、個別に通知を発送しています。

※「健康相談」などをご利用のかたは、25ページの「各種無料相談」をご覧ください。

　　深谷市保健センター（☎575‐1101）
　　総合健診センター（問い合わせは、深谷市保健センターへ）
　　おかべ子育て支援センター（問い合わせは、岡部福祉健康課へ）

深谷
総合
おか

岡部保健センター（岡部福祉健康課・☎585‐2214）
川本保健センター（川本福祉健康課・☎583‐2532）
花園保健センター（花園福祉健康課・☎584‐1123）

岡部
川本

花園

花園

深谷

深谷

花園

深谷

深谷

深谷

深谷

岡部

岡部

川本

川本

川本

川本

総合

おか

花園

母子保健

子
ど
も
の
日
焼
け

　
日
焼
け
か
ら
、
シ
ミ
、
そ
ば

か
す
。
成
人
、
特
に
女
性
に

と
っ
て
は
大
問
題
で
す
よ
ね
。

で
は
、
子
ど
も
に
は
日
焼
け
は

Ｏ
Ｋ
で
す
か
？

　
実
は
、
日
焼
け
は
子
ど
も
に

も
あ
ま
り
良
い
影
響
は
あ
り
ま

せ
ん
。
小
児
期
や
青
年
期
の
日

焼
け
は
、
将
来
の
皮
膚
が
ん
の

原
因
の
一
つ
で
す
。
ま
た
、
紫

外
線
は
白
内
障
（
目
の
病
気
）

の
原
因
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
ア
メ
リ
カ
で
は
、

①
プ
ー
ル
や
海
辺
、
野
外
活
動

で
は
有
害
な
紫
外
線
を
な
る

べ
く
避
け
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
体
を
休
め
る
と
き

は
、
木
陰
を
利
用
し
た
り
、

テ
ン
ト
を
活
用
す
る
の
も
よ

い
で
し
ょ
う
。
日
傘
を
使
っ

て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

②
暑
い
季
節
で
も
、
露
出
の
少

な
い
物
を
着
用
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

③
帽
子
は
顔
だ
け
で
な
く
、
耳

や
首
ま
で
カ
バ
ー
で
き
る
物

が
よ
い
で
し
ょ
う
。

④
紫
外
線
を
遮
断
で
き
る
サ
ン

グ
ラ
ス
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

⑤
出
掛
け
る
と
き
に
は
、
日
焼

け
止
め
（
Ｓ
Ｐ
Ｆ
が
15
以

上
）
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

と
い
っ
た
指
針
が
発
表
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
日
本
で
は
生
活
習
慣
な
ど
の

違
い
か
ら
、
す
べ
て
を
す
ぐ
に

実
行
す
る
の
は
難
し
い
と
思
い

ま
す
が
、
こ
の
時
期
で
も
ス

キ
ー
場
や
外
遊
び
な
ど
で
は
、

可
能
な
限
り
日
焼
け
を
防
止
し

た
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

参
考
資
料
　
米
国
疾
病
予
防
管

理
セ
ン
タ
ー
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

子育てワンポイントアドバイス
病
診
連
携
に
つ
い
て

　
自
分
自
身
ま
た
は
家
族
が
急

に
病
気
に
な
っ
た
り
、
け
が
を

し
て
し
ま
っ
た
と
き
に
か
か
り

つ
け
医
を
決
め
て
い
る
と
、
診

断
や
治
療
が
ス
ム
ー
ズ
で
す
。

　
か
か
り
つ
け
医
が
決
ま
っ
て

い
な
い
場
合
、
と
か
く
総
合
病

院
に
患
者
が
集
中
し
が
ち
で

す
。
総
合
病
院
で
は
、
そ
の
患

者
の
病
歴
や
健
康
状
態
が
す
ぐ

に
は
分
か
ら
ず
、
診
断
に
大
変

な
労
力
と
時
間
が
か
か
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
本

来
、
総
合
病
院
で
の
治
療
を
必

要
と
す
る
患
者
の
診
療
時
間
が

確
保
で
き
ず
に
、
診
断
を
断
る

事
態
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
当
医
師
会
で
は
、
命
に
か
か

わ
る
よ
う
な
重
症
患
者
は
深
谷

赤
十
字
病
院
が
担
当
し
、
そ
の

他
の
患
者
に
つ
い
て
は
、
医
療

機
関
同
士
で
連
絡
し
合
い
、
重

症
度
や
専
門
性
に
合
っ
た
場
所

を
紹
介
し
合
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
患
者
が
遠
方
に
行
か
な

く
て
済
む
方
法
（
地
域
完
結
型
）

を
目
指
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
ま
た
、
入
院
し
て
い
る
患
者

の
病
状
が
落
ち
着
い
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
患
者
の
家
族

に
な
か
な
か
退
院
を
受
け
入
れ

て
い
た
だ
け
な
い
こ
と
が
、
数

多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
症
状

に
よ
っ
て
は
、
中
小
病
院
へ
の

転
院
、
ま
た
は
介
護
保
険
で
の

入
所
な
ど
の
方
法
が
あ
る
こ
と

を
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
健
康

を
守
る
た
め
に
は
、
か
か
り
つ

け
医
を
持
ち
、
何
で
も
気
楽
に

相
談
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
一

番
良
い
方
法
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
医
師
会
事
務
局

（
☎
573
‐
７
７
２
３
）

深谷市・大里郡医師会からのお知らせ

いちごこども
クリニック
渡
わたなべ

邉正
まさゆき

之先生

とき 休日診療医院名 問い合わせ
	2月 6日㈰ 仲町診療所 ☎ 571‐2622
	2月11日㈷ 石川アイクリニック ☎ 572‐6315

眼科・耳鼻咽喉科休日診療医院

※変更になる場合がありますので、受診される場合は事前に電話でご確認ください。
※携帯電話からもご確認いただけます。Ｂhttp://mobile.city.fukaya.saitama.jp/

とき 休日診療医院名 問い合わせ

	2月27日㈰
正田眼科 ☎ 571‐1198
花園耳鼻咽喉科医院 ☎ 584‐6512

	3月 6日㈰ 神足眼科医院 ☎ 574‐6754
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骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
検
診

　
今
年
度
最
後
の
骨
密
度
測

定
で
す
。
骨
密
度
を
知
っ

て
、
健
康
や
生
活
に
お
役
立

て
く
だ
さ
い
（
要
予
約
）
。

　
検
診
後
は
、
保
健
師
と
管

理
栄
養
士
に
よ
る
相
談
を
実

施
し
ま
す
。

※
検
診
と
相
談
に
か
か
る
時

間
は
お
よ
そ
20
～
30
分
で

す
。
検
査
方
法
は
手
首
部

分
の
Ｘ
線
撮
影
に
な
り
ま

す
の
で
、
妊
娠
中
・
妊
娠

の
疑
い
の
あ
る
か
た
は
受

診
で
き
ま
せ
ん
。

対
象
　
20
歳
以
上
の
市
民

と
き
　
３
月
２
日
㈬
午
前
中

（
午
前
９
時
開
始
予
定
・

時
間
予
約
制
）

と
こ
ろ
　
深
谷
市
保
健
セ
ン

タ
ー

定
員
　
先
着
150
人

検
査
料
　
１
人
＝
300
円

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み
　

２
月
10
日
㈭
午
前
９
時
か

ら
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
575

‐
１
１
０
１
）
へ

☎ 574‐8002
☎ 551‐5055
☎ 573‐5115

☎ 587‐1170
☎ 585‐4101

● 桜ヶ丘子育て支援センター
● 藤沢子育て支援センター
● 明戸子育て支援センター

● 豊里子育て支援センター
● おかべ子育て支援センター

問い合わせ

健康・子育てNaviな び

保健センターからのお知らせ子育て支援センター

○以下の事業は予約制です　　2 月 15 日㈫午前 9 時から電話でお申し込みいただけます
事業名 内　容 会　場　・　日　時 対　象 定　員 参加料 受け付け

わくわく教室
親子でたっぷりスキンシップ
を取って遊べるひとときです

お誕生会

桜ヶ丘子育て支援センター
	 3月	 2日㈬	午前 10 時 30 分～ 11時 30 分
	 3 月	 9日㈬	午前 10 時 30 分～ 11時 30 分
	 3 月	16日㈬	午前 10 時 30 分～ 11時 30 分

1歳半以上児と保護者
1歳半未満児と保護者
未就学児と保護者 各 日

先着 20 組 無料 桜ヶ丘子育て支援センター

おはなし教室 豊かな心をはぐくむ絵本の
読み聞かせです

桜ヶ丘子育て支援センター
		3 月 4・18日㈮午前 10時 30 分～ 11時 30 分
	 3 月	11日㈮	午前 10 時 30 分～ 11時 30 分

　
1歳半未満児と保護者
1歳半以上児と保護者

給食体験
給食を食べながら、栄養士
が食事や栄養について相
談に応じます

おかべ子育て支援センター
	 3月	 8日㈫	午前 11 時～正午

離乳食を終了してい
る未就学児と保護者 先着	 7	 組 親 300 円

子 250 円 おかべ子育て支援センター

ベビービクス リズムに合わせて、親子で
楽しく身体を動かしましょう

藤沢子育て支援センター
	 3月	17日㈭	午前 10 時 30 分～ 11時 30 分 1歳半未満児と保護者 先着 20 組 無料 藤沢子育て支援センター

ベビーオイル
マッサージ

親子で楽しみながら、ベ
ビーオイルマッサージをし
ましょう！

桜ヶ丘子育て支援センター
	 3月	29日㈫	午前 10 時 30 分～ 11時 30 分 1 歳未満児と保護者 先着 20 組 無料 桜ヶ丘子育て支援センター

○以下の事業は予約不要です
事業名 内　容 会　場　・　日　時 対　象 定　員 参加料 受け付け

わくわく教室

親子でたっぷりスキンシップ
を取って遊べるひとときです

お誕生会

藤沢子育て支援センター
	 3月	 2日㈬	午前 10 時 30 分～ 11時 30 分
	 3 月	 9日㈬	午前 10 時 30 分～ 11時 30 分
	 3 月	16日㈬	午前 10 時 30 分～ 11時 30 分

1歳半以上児と保護者
1歳半未満児と保護者
未就学児と保護者

人数の制限
はありません 無料 各会場に直接お越し

ください

親子でたっぷりスキンシップ
を取って遊べるひとときです

お誕生会

おかべ子育て支援センター
	 3月	 2日㈬	午前 10 時 30 分～ 11時 30 分
	 3 月	 9日㈬	午前 10 時 30 分～ 11時 30 分
	 3 月	16日㈬	午前 10 時 30 分～ 11時 30 分

1歳半未満児と保護者
1歳半以上児と保護者
未就学児と保護者

親子でたっぷりスキンシップ
を取って遊べるひとときです
お誕生会

豊里子育て支援センター
		3 月 2・9日㈬午前 10時 30 分～ 11時 30 分
	 3 月	16日㈬	午前 10 時 30 分～ 11時 30 分

未就学児と保護者

親子でたっぷりスキンシップ
を取って遊べるひとときです
お誕生会

明戸子育て支援センター
		3 月 2・9日㈬午前 10時 30 分～ 11時 30 分
	 3 月	16日㈬	午前 10 時 30 分～ 11時 30 分

未就学児と保護者

おはなし教室 豊かな心をはぐくむ絵本の
読み聞かせです

藤沢子育て支援センター
		3 月 4・18日㈮午前 10時 30 分～ 11時 30 分
	 3 月	11日㈮	午前 10 時 30 分～ 11時 30 分

１歳半未満児と保護者
１歳半以上児と保護者

おかべ子育て支援センター
		3 月 4・18日㈮午前 10時 30 分～ 11時 30 分
	 3 月	11日㈮	午前 10 時 30 分～ 11時 30 分

１歳半以上児と保護者
１歳半未満児と保護者

豊里子育て支援センター
		3 月 4・11・18日㈮午前 10時 30 分～ 11時 30 分 未就学児と保護者

明戸子育て支援センター
		3 月 4・11・18日㈮午前 10時 30 分～ 11時 30 分 未就学児と保護者

パワフルらんど わくわく・おはなし教室が、はた
らふれあい館でも楽しめます

はたらふれあい館
		3 月 3・17日㈭午前 10時 30 分～ 11時 30 分 未就学児と保護者

育児相談 子育ての悩みを一緒に考
えましょう

各子育て支援センター
毎週火～土曜日午前 8時 30分～午後 5時
	（随時相談に応じます）

未就学児と保護者

広場 事業のない時間、子育て支
援センターを開放しています

各子育て支援センター
毎週火～土曜日午前 9時～正午・午後 2時
30 分～ 4時 30 分
	（詳しくはお問い合わせください）

※子育て支援センターの事業については、市ホームページまたは市モバイルサイトでもご覧いただけます。
※子育て支援センターは、未就学児と保護者のかたが利用できます。また、日・月曜日、祝休日はお休みです。
※  3 月 23 日㈬・30 日㈬のわくわく教室、3 月 25 日㈮のおはなし教室はお休みになりますが、各子育て支援センターは開放していますので、

ご利用ください。

※徒歩・自転車などで
お越しのかたは、予
約は不要です。

ご注
意 医療機関を受診する前に

●埼玉県小児救急電話相談「♯ 8000」
　休日や夜間の子どもの急病時に、経験豊富な
看護師が直ちに医療機関を受診する必要があるか
や、家庭での対処方法などをアドバイスします。
電話番号　☎♯ 8000
　　　　　　（NTTのプッシュ回線、携帯電話）
　　　　　☎ 048‐833‐7911
　　　　　　（IP電話、ひかり電話、ダイヤル回線）
相談時間　平日（月～土曜日）午後 7時～ 11時
　　　　　	休日（日曜日、祝休日、年末年始）午

　前 9時～午後 11時

●埼玉県救急医療情報センター
　救急車を呼ぶほどではないが、休日や夜間など
に診察してくれる医療機関が分からないときに、

24 時間体制で受診可能な医療機関のご案内をし
ています。
電話番号　☎ 048‐824‐4199（24 時間対応）

※医療相談のお応えはできません。
※歯科・精神科の案内は行っていません。
※	案内された医療機関を受診される場合は、必
ずその医療機関に電話で確認の上、出掛けてく
ださい。

●埼玉県医療機能情報提供システム
　場所や診療科目、時間などの条件を入力すると、
県内約 1万か所の医療機関や薬局を検索すること
ができます。
Ｃ「埼玉県医療機能情報提供システム」で検索

▲PR紙の表紙の見本（変更になる場合もあります）

広
告
を
募
集
し
ま
す
！

　
市
で
は
、
３
月
下
旬
に
市

の
Ｐ
Ｒ
紙
を
発
行
す
る
予
定
で

す
。
深
谷
の
魅
力
を
発
信
し
て
、

市
を
訪
れ
る
か
た
を
増
や
し
、

市
内
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
特
に

今
回
は
、
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
を

参
考
に
、
持
ち
歩
き
や
す
い
冊

子
と
な
る
予
定
で
す
。
こ
の
Ｐ

Ｒ
紙
で
お
店
な
ど
を
宣
伝
し
、

来
客
数
を
増
や
し
ま
せ
ん
か
？

【
市
Ｐ
Ｒ
紙
概
要
】

発
行
　
３
月
下
旬

発
行
部
数
　
３
万
部

配
布
方
法
　
市
を
訪
れ
る
か
た

な
ど
に
配
布
・
市
外
の
店
舗

な
ど
に
設
置
す
る
予
定

問
い
合
わ
せ　

秘
書
室
（
☎
574

‐
６
６
３
１
）

広
告
掲
載
の
お
問
い
合
わ

せ
と
申
し
込
み

　

㈱
ク
ワ
ド
リ
・
フ
ォ
リ

オ
（
☎
０
２
７
６
‐
30

‐
２
１
３
３
）
へ

　
　
～
市
外
に
向
け
て
貴
店
を
Ｐ
Ｒ
～

外貨獲得大
作戦
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手数料を改正します ふかや市民大学 
受講生を募集します

●問い合わせ　企画財政課（☎ 574‐6632）
●問い合わせ　ふかや市民大学事務局
　　　　　　　（☎ 572‐9581）

MONTHLY  NEWS

市
で
は
、
平
成
19
年
３
月
に
策

定
さ
れ
た
「
深
谷
市
行
財
政

改
革
大
綱
」
お
よ
び
「
深
谷
市
行
財

政
改
革
推
進
計
画
」
に
基
づ
き
手
数

料
の
見
直
し
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
住
民
票
の
写
し
な

４
月
に
開
講
す
る
「
ふ
か
や
市

民
大
学
」
の
受
講
生
を
募
集

し
ま
す
。

　「
ふ
か
や
市
民
大
学
」
は
、
市
民

の
生
涯
学
習
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

へ
の
理
解
を
深
め
、
学
習
を
通
し
て

人
と
人
と
が
つ
な
が
り
、
そ
こ
で
の

学
習
成
果
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す

こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
す
る
も
の

で
す
。

対
象
　
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す

か
た

①
市
内
在
住
か
在
勤
の
か
た

②
深
谷
市
に
関
心
が
あ
り
、
地
域
に

積
極
的
に
か
か
わ
る
意
欲
の
あ
る

か
た

③
平
成
23
年
４
月
１
日
現
在
で
16
歳

ど
の
発
行
に
か
か
る
経
費
を
算
出

し
、
そ
れ
に
見
合
っ
た
手
数
料
を
設

定
し
た
も
の
で
す
。

　
そ
の
結
果
、
４
月
１
日
か
ら
左
表

に
掲
げ
た
手
数
料
を
、
150
円
か
ら
200

円
に
改
正
し
ま
す
。

以
上
の
か
た

定
員
　
80
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
。
結
果
は
全
員
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
）

入
学
金
（
学
費
）
１
万
円
（
保
険
料

含
む
）

※
視
察
研
修
を
行
う
場
合
に
は
、
別

途
参
加
料
が
必
要
で
す
。

そ
の
他

①
全
19
回
の
う
ち
、
13
回
以
上
出
席

さ
れ
た
か
た
に
は
、
卒
業
証
書
を

授
与
し
ま
す
。

②
留
年
は
で
き
ま
せ
ん
。

③
卒
業
・
退
学
・
除
籍
を
問
わ
ず
、

今
回
入
学
さ
れ
た
か
た
は
、
平
成

24
年
度
か
ら
２
年
間
、
ふ
か
や
市

民
大
学
へ
の
受
講
申
し
込
み
が
で

き
ま
せ
ん
。

④
今
回
頂
い
た
個
人
情
報
に
つ
い
て

は
、本
事
業
で
の
み
使
用
し
ま
す
。

申
し
込
み
　
２
月
28
日
㈪
（
必
着
）

ま
で
に
、は
が
き
に
必
要
事
項［
①

郵
便
番
号
　
②
住
所
　
③
氏
名

（
よ
み
が
な
）
④
生
年
月
日
　
⑤

電
話
番
号
］
を
記
入
の
上
、
ふ
か

や
市
民
大
学
事
務
局
（
〠
３６６
‐
0８2３

本
住
町
17
‐
３
）
へ

ふかや市民大学日程表（予定）
と　き 内　容

	 4月	23日㈯

午前10時～正午

開校式・学長講話

	 5月	14日㈯ ふかや緑の王国の経緯と開拓ボランティアの活動

	 5月	28日㈯ 嵐山史跡の博物館見学・史跡巡り

	 6月	11日㈯ 渋沢栄一の晩年

	 6月	25日㈯ あなたを狙う悪質商法

	 7月	 2日㈯ 埼玉工業大学講義

	 7月	23日㈯ 深谷の歴史と文化財

	 9月	 3日㈯ 学校支援地域本部

	 9月	10日㈯ 救命講義

	 10月	 1日㈯ 内ケ島の万作

	 10月	22日㈯ 東都医療大学講義

	 11月	 5日㈯ 認知症サポーター養成講座

	 11月	27日㈰ クラシックコンサート

	 12月	 3日㈯ 武州煮ぼうとう研究会の発足と歩み

	 12月	17日㈯ 防犯のまちづくり

	 1月	14日㈯ 唐沢川を愛する会の活動

	 1月	28日㈯ 生活習慣病を予防するために

	 2月	 4日㈯ 食の安心・安全確保

	 2月	18日㈯ 市内経営者の経営理念・卒業式
※午前 10 時～ 11 時 30 分に講座を、午前 11 時 30 分～正午に班活動を行い
ます。

※実施日・内容は、変更になる場合があります。

手数料の名称 発行単位
住民票の写しの交付 1通
住民票記載事項証明書 1通
身分証明書 1通
不在住・不在籍証明書 1通
戸籍の附票の写しの交付 1通
印鑑登録証明書 1通
外国人登録原票記載事項証明書 1通
転出証明書に準ずる証明書（住民票） 1通
地縁団体の認可証明書 1通
認可地縁団体印鑑証明書 1通
課税（所得）証明書 1件
非課税証明書 1件
所得証明書 (児童手当用 ) 1 件
住民税決定証明書 1件
営業証明書 1件
所在証明書 1件
申告書の写し 1件
評価証明書（1枚 6物件表示） 1枚
公課証明書（1枚 5物件表示） 1枚
土地所有証明書（1枚 5物件表示） 1枚
家屋所在証明書（1枚 6物件表示） 1枚
資産証明書 1件
その他の市税及び公課に関する証明 1件

手数料の名称 発行単位
土地・家屋台帳閲覧
（土地・家屋台帳は1冊をもって1件とする） 1件

名寄帳閲覧（1人分をもって1件とする） 1件
公図閲覧（公図は１枚をもって1件とする） 1件
狩猟者登録税低税率適用証明 1件
納税証明書 1枚
除外証明 1件
農用地証明 1件
適合証明（農業委員会へ一時転用申請する
際に必要な証明） 1件

用途区分証明 1件
用途地域証明 1件
区域区分証明 1件
都市計画区域外証明 1件
仮換地証明書 1件
仮換地底地証明書 1件
保留地売渡証明書 1件
建物等移転証明書 1件
宅地の事業地内証明書 1件
救急搬送証明書 1件
防火管理者講習修了証明書 1件
水道に関する証明手数料 1件
その他諸証明 1件

　
こ
れ
ま
で
、
公
共
下
水
道
と

農
業
集
落
排
水
の
使
用
料
は
、

旧
１
市
３
町
の
料
金
制
度
を
引

き
継
い
だ
金
額
と
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
受
益
者
負
担
の
原
則

に
基
づ
き
、
段
階
的
に
改
正
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

新
使
用
料
金
の
適
用
開
始

○
公
共
下
水
道

　
６
月
の
検
針
分
か
ら
適
用

（
６
月
に
検
針
の
か
た
は
７

月
か
ら
、
７
月
に
検
針
の
か

た
は
８
月
か
ら
新
し
い
使
用

料
で
の
請
求
と
な
り
ま
す
）

○
農
業
集
落
排
水

　
４
月
１
日
（
１
期
分
）
か
ら

適
用

問
い
合
わ
せ
　
下
水
道
課
（
☎

572
‐
８
６
３
３
）、
集
落
排

水
課
（
☎
572
‐
８
６
６
１
）

公
共
下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
の

使
用
料
が
変
わ
り
ま
す

新料金
基本使用料

0 ～ 20 ㎥ １,680 円
超過分使用料単価

21 ～ 40 ㎥ 31.5 円
41 ～ 60 ㎥ 115.5 円
61 ～ 100 ㎥ 126 円
101 ～ 200 ㎥ 136.5 円
201 ～ 500 ㎥ 147 円
501 ～ 1,000 ㎥ 157.5 円
1,001 ～ 168 円

現行料金
基本使用料

0 ～ 40 ㎥ １,890 円
超過分使用料単価
‐ ‐

41 ～ 60 ㎥ 115.5 円
61 ～ 100 ㎥ 126 円
101 ～ 200 ㎥ 136.5 円
201 ～ 500 ㎥ 147 円
501 ～ 1,000 ㎥ 157.5 円
1,001 ～ 168 円

処理区 現行料金 新料金
深谷処理区

（旧深谷市内の処理地区）
基本使用料 2,037 円 2,100 円
人数割額 304 円	/ 人 330 円	/ 人

岡部処理区
（旧岡部町内の処理地区）

基本使用料 2,100 円 2,100 円
人数割額 315 円	/ 人 330 円	/ 人

川本処理区
（畠山・上原地区）

基本使用料 2,000 円 2,100 円
人数割額 300 円	/ 人 330 円	/ 人

■公共下水道使用料〔旧深谷市〕　　　　　　 （2か月分）

■農業集落排水使用料　　　　　　　　　　   （1か月分）

※旧岡部・川本・花園町の使用料は変わりません。

※上記以外の地区の使用料は変わりません。
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市民税課からのお知らせ
●問い合わせ　市民税課（☎ 574‐6637）
　　　　　　　 熊谷税務署（☎ 521‐2905）

平
成
23
年
度

市
・
県
民
税
の
主
な
改
正
内
容

○
65
歳
未
満
の
か
た
の
公
的
年
金
等

所
得
に
係
る
所
得
割
の
徴
収
方
法

が
変
更
に
な
り
ま
す

　
地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り
、
平
成

23
年
度
課
税
分
か
ら
、
65
歳
未
満
の

か
た
の
公
的
年
金
等
所
得
に
係
る

市
・
県
民
税
の
徴
収
方
法
が
変
更
に

な
り
ま
す
。

対
象
　
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す

か
た

①
平
成
23
年
４
月
１
日
現
在
、
65
歳

未
満
で
公
的
年
金
等
所
得
が
あ
る

か
た
（
公
的
年
金
等
収
入
額
が

70
万
円
を
超
え
て
い
る
か
た
）

②
給
与
所
得
が
あ
り
、
市
・
県
民

税
を
特
別
徴
収
（
給
与
か
ら
の

天
引
き
）
で
納
付
し
て
い
る
か

た
変
更
内
容

　
平
成
22
年
度
に
つ
い
て
は
、
市
・

県
民
税
が
毎
月
給
与
か
ら
特
別
徴
収

さ
れ
て
い
る
場
合
で
も
、
公
的
年
金

等
所
得
に
係
る
税
額
分
は
普
通
徴
収

（
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
で
納
付

す
る
方
法
）
で
納
付
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
改
正
に
よ
り
、
公
的
年
金

等
所
得
分
の
市
・
県
民
税
に
つ
い
て

も
、
原
則
、
給
与
所
得
と
一
括
し
て

給
与
か
ら
特
別
徴
収
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

徴
収
方
法
の
選
択

　
今
回
の
改
正
で
対
象
と
な
る
か
た

の
市
・
県
民
税
は
原
則
と
し
て
給
与

か
ら
の
特
別
徴
収
と
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
確
定
申
告
で
徴
収
方
法

の
選
択
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
給
与

以
外
の
所
得
に
係
る
市
・
県
民
税
を

普
通
徴
収
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

実
施
時
期

　
平
成
23
年
６
月
分
の
給
与
か
ら
特

別
徴
収
さ
れ
る
市
・
県
民
税
か
ら
適

用
さ
れ
ま
す
。

※
こ
の
制
度
は
、
市
・
県
民
税
の
徴

収
方
法
を
変
更
す
る
も
の
で
あ

り
、
こ
れ
に
よ
り
新
た
な
負
担
は

生
じ
ま
せ
ん
。

熊
谷
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

○
確
定
申
告
書
は
自
分
で
正
し
く
作

成
し
、
お
早
め
に

　
税
務
署
で
は
、
申
告
納
税
制
度
の

趣
旨
か
ら
、
確
定
申
告
書
・
収
支
内

訳
書
な
ど
の
提
出
書
類
に
つ
い
て
、

ご
自
分
で
作
成
し
、
郵
送
な
ど
に
よ

り
提
出
し
て
い
た
だ
く
自
書
申
告
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

※
電
子
申
告
を
行
う
に
は
、
事
前
の

手
続
き
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
税
務
署
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
申
告
・
納
税
期
限

所
得
税	
３
月
15
日
㈫

消
費
税
・
地
方
消
費
税
（
個
人
事
業

者
）
３
月
31
日
㈭

贈
与
税	

３
月
15
日
㈫

※
所
得
税
と
消
費
税
・
地
方
消
費
税

の
納
税
は
、
口
座
振
替
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

※
口
座
振
替
の
振
替
納
付
日
は
、
次

の
通
り
で
す
。

①
平
成
22
年
分
所
得
税
第
３
期
分

…
４
月
22
日
㈮

②
平
成
22
年
分
消
費
税
（
個
人
事
業

者
）
確
定
申
告
分

…
４
月
27
日
㈬

○
納
税
証
明
書
を
請
求
さ
れ
る
か
た
へ

　
２
月
・
３
月
は
確
定
申
告
期
間
の

た
め
、
平
成
22
年
分
の
納
税
証
明
書

が
、
請
求
日
当
日
に
発
行
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
納
税
直
後
に
納
税
証
明
書

を
請
求
さ
れ
る
場
合
に
は
、
納
税
の

領
収
証
書
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

請
求
に
必
要
な
物

①
納
税
証
明
書
交
付
請
求
書
（
税
務

署
窓
口
に
あ
り
ま
す
）

②
本
人
（
法
人
の
場
合
は
代
表
者
）

の
確
認
が
で
き
る
書
類
（
運
転
免

許
証
・
住
基
カ
ー
ド
な
ど
）

③
印
鑑（
法
人
の
場
合
は
代
表
者
印
）

④
収
入
印
紙
・
現
金
（
１
年
分
１
通

に
つ
き
400
円
）

※
本
人
以
外
の
か
た
が
請
求
さ
れ
る

場
合
は
、
必
ず
委
任
状
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

請
求
窓
口
　
熊
谷
税
務
署
管
理
運
営

部
門

国民年金からのお知らせ
●問い合わせ　熊谷年金事務所（☎ 522‐5158）

保 険 年 金 課（☎ 574‐6641）
岡部市民環境課（☎ 585‐2213）
川本市民環境課（☎ 583‐2783）
花園市民環境課（☎ 584‐1122）

臨時職員の登録を
受け付けます

の
中
か
ら
面
接
な
ど
に
よ
り
選

考
し
、
勤
務
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

※
登
録
し
て
い
た
だ
い
た
場
合

で
も
、
勤
務
で
き
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

市
で
は
、
４
月
以
降
に
、
臨

時
職
員
と
し
て
勤
務
を
希

望
さ
れ
る
か
た
の
登
録
を
受
け

付
け
ま
す
。

　
臨
時
職
員
が
必
要
と
な
っ
た

場
合
に
は
、
登
録
さ
れ
た
か
た

ド
で
前
納
す
る
場
合
の
割
引
額

は
同
じ
で
す
が
、
口
座
振
替
で

前
納
す
る
場
合
は
、
割
引
額
が

大
き
く
な
り
お
得
で
す
。

前
納
申
込
期
間
　
①
１
年
度

分
・
上
期
分
（
４
月
～
９
月
）

は
２
月
28
日
㈪
ま
で
　
②
下

期
分
（
10
月
～
翌
年
３
月
）

は
８
月
31
日
㈬
ま
で

年
金
事
務
所
職
員
を
名
乗
る

詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
最
近
、
年
金
事
務
所
職
員
を

装
い
ご
自
宅
を
訪
問
し
、「
年

金
の
手
続
き
が
終
わ
っ
て
い
な

い
。
ご
本
人
に
代
わ
っ
て
手
続

き
を
す
る
の
で
手
数
料
を
支

払
っ
て
ほ
し
い
。」な
ど
と
言
っ

て
、
そ
の
場
で
現
金
を
請
求
す

る
よ
う
な
事
例
が
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
年
金
事
務
所
の
職
員
が
ご
自

宅
を
訪
問
し
、
年
金
手
続
き
の

手
数
料
を
請
求
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
年
金
事
務
所
の
職

員
を
名
乗
っ
た
訪
問
や
電
話
で

不
審
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

そ
の
場
で
対
応
す
る
こ
と
な

く
、
年
金
事
務
所
へ
確
認
す
る

な
ど
十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
年
金
事
務
所
の
職
員

が
訪
問
す
る
際
に
は
、
身
分
証

明
書
を
携
帯
し
て
い
ま
す
の
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
は
安
心
・

便
利
な
口
座
振
替
、
お
得

な
前
納
制
度
で

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
方

法
に
は
、
納
付
書
に
現
金
を
添

え
て
保
険
料
を
納
付
す
る
方
法

の
ほ
か
、
次
の
口
座
振
替
に
よ

る
方
法
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

に
よ
る
方
法
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
機
会
に
、
保
険
料
の

納
め
忘
れ
が
な
い
、
便
利
で
安

心
な
口
座
振
替
納
付
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

1
口
座
振
替
納
付
（
当
月
末
振

替
50
円
割
引
）

手
続
き
　
基
礎
年
金
番
号
が
分

か
る
物
、預
（
貯
）
金
通
帳
、

通
帳
届
出
印
、
口
座
振
替
納

付
申
出
書
（
市
、
金
融
機
関

な
ど
で
入
手
で
き
ま
す
）
を

お
持
ち
の
上
、
金
融
機
関
へ

2
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

手
続
き
　
基
礎
年
金
番
号
が
分

か
る
物
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納

付
申
出
書
（
市
、
年
金
事
務

所
な
ど
で
入
手
で
き
ま
す
）

を
お
持
ち
の
上
、
年
金
事
務

所
へ

保
険
料
を
前
払
い
す
る
と
割
り

引
き
に
な
る
「
前
納
制
度
」

　
納
付
書
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

●問い合わせ　経営管理課（☎ 574‐6636）
保育課（☎ 574‐8648）

MONTHLY  NEWS

職種 勤務条件 その他 申し込み

一般事務

勤務時間　午前 8時 30 分～午後 5時
　　　　　※休憩時間あり
休日　土・日曜日、祝休日、年末年始
賃金　時給 830 円
　　　※一部通勤費用負担あり

①勤務日・勤務時間などは、
業務の内容により異なる
ことがあります。

②短時間の勤務を希望する
かたも登録できます。

③社会保険など、加入制度
があります。

市販の履歴書または臨
時職員登録用履歴書
（市ホームページから
入手できます）に必要
事項を記入の上、郵送
または直接、経営管理
課（ 〠 366‐8501 仲
町 11‐1）へ

保 育 士

勤務時間　午前 8時 30 分～午後 5時
　　　　　※休憩時間、変則勤務あり
休日　土・日曜日、祝休日、年末年始
賃金　時給 930 円
　　　※一部通勤費用負担あり

①保育士の資格が必要です。
②市立保育園（10 園）での
勤務となります。

③社会保険など、加入制度
があります。 市販の履歴書に必要事

項を記入の上、資格証
のコピーを添えて、郵
送または直接、保育課
（〠 366‐8501 仲町
11‐1）へ学童保育

指 導 員

勤務時間
　平日　午後 1時 30 分～ 6時
　土曜日・長期学校休業日
　　　　午前 8時～午後 6時
　※休憩時間、変則勤務あり
休日　日曜日、祝休日、年末年始ほか
賃金　時給 1,000 円
　　　※一部通勤費用負担あり

①教諭または保育士の資格
が必要です。

②市立学童保育室（14 室）
での勤務となります。

③社会保険など、加入制度
があります。

※登録期間は、受け付けをしてから平成 24年 3月 31日㈯までです（保育士・学童保育指導員を除く）。

2 月 27 日 ㈰ 南公民館で行う「市・県民税申告」を
午前 8 時から開始します

　第 5回ふかやシティハーフマラソンの開催に伴い、南公民館周辺で交通規制（午前 9時 20
分～ 10 時 20 分）が行われるため、市・県民税申告の受け付けを午前 9時から午前 8時に、
1時間繰り上げて開始します。
　大変ご迷惑をお掛けしますが、時間に余裕を持って申告会場にお越しください。



ところ 講 座 名 内　容 と　き（3 月） 定　員 参加料 対　象

深谷公民館
☎ 571‐0506

パソコン入門 パソコンの起動、日本語の入力 2日㈬
3日㈭

午前 9時～
11時 45 分

先着
18人

500 円
（資料代）

パソコンの初歩から学
びたいかた

のんびり入力 文字入力のマスターとIMEパッド・
辞書の利用など

8日㈫
9日㈬

先着
18人

500 円
（資料代）

パソコン入門受講済みま
たは同レベルのかた

Excel 入門 表の作成と書式設定、計算式の入力
と関数の利用など

23日㈬
24日㈭

先着
18人

500 円
（資料代） 日本語入力ができるかた

デジカメ写真
活用術

Picasa3 のインストール、写真の修
整やコラージュ作成など

14日㈪
15日㈫

午前 9時～
11時 30 分

先着
12人

500 円
（資料代） 日本語入力ができるかた

▪対象　市内在住か在勤者で、各対象要件を満たすかた　１２2 月 24 日㈭午前 9時から、参加料を添えて深谷公民館へ

パソコン教室
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情報ひろばの見方

１＝問い合わせ　　２＝申し込み　　☎＝電話　　５＝ファクス　　３＝メール　　Ｃ＝ホームページ

情報ひろば

●市役所窓口取扱時間

◦月～金曜日
　午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分まで（祝休日を除く）
◦木曜日
　市役所本庁舎 1・2 階の窓口業務は午後 7 時 15 分ま

で（ほかの機関との調整が必要なものについては、一
部取り扱えない業務があります）

●火災（消防車の出動）の問い合わせ
テレホンサービス番号  0180-99-4944
※医療機関情報の問い合わせは指令課（☎ 571‐0119）へ

■広報ふかやは、点字版とテープ・ＣＤ版も発行しています。送付を希望されるか
たは市社会福祉協議会 ( ☎ 573‐6563) へご連絡ください。

2月
ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

●防災行政無線放送内容のご案内

※通話料のみで、情報料は掛かりません。

きゅうきゅうよぼうさい

テレホンサービス番号  0180-99-4431

  市役所の連絡先

▪本庁舎（〠 366‐8501 深谷市仲町 11‐1）
　☎ 571‐1211（代表）
▪岡部総合支所（〠 369‐0292 深谷市岡 2381‐1）
　☎ 585‐2211（岡部総務課）

▪川本総合支所（〠 369‐1192 深谷市田中 197）
　☎ 583‐2781（川本総務課）
▪花園総合支所（〠 369‐1293 深谷市小前田 2345）
　☎ 584‐1121（花園総務課）

主 な 施 設 か ら の お 知 ら せ
情報ひろばの見方
１＝問い合わせ　 ２＝申し込み　 ☎＝電話
５＝ファクス　 ３＝メール　 Ｃ＝ホームページ

ところ イベント名 内　容 と　き 備　考

深谷図書館
☎ 571‐8210

ちいさい子のための
おはなし会 絵本、紙芝居、手遊びなど 2月  9日㈬ ①午前10時30分～

②午前11時～
▪対象　0～ 3歳くらい
※①②とも同じ内容です。

おはなし会 絵本、ストーリーテリング（語
り）、紙芝居など 2月26日㈯ 午後1時30分～ ▪対象　幼児・小学校低学年

古典文学講座

テーマ：「軍記物語で読む北武蔵
の兵（つわもの）―齊藤別当実
盛のこと―」
「保元物語・平治物語・平家物語」
の中から、武将・齊藤実盛の活
躍を取り上げ、原文を味わいつ
つ郷土が生み出した兵の人間像
に迫る

3月  6日㈰
13日㈰

午後1時30分～
3時30分

２2 月 10 日㈭から各図書館へ
▪講師　小

こ

林
ばやし

敏
とし

男
お

氏　
▪対象　市内在住か在勤者
▪定員　先着40人
▪参加料　無料

岡部図書館
☎ 585‐5968 おはなし会 絵本、紙芝居など 2月19日㈯ 午前10時30分～ ▪ところ　岡部公民館1階大会議室

川本図書館
☎ 583‐6250

おはなし会
絵本「ゆきのひ」・「ちいさなワ
ニでもこころはいっぱい」、紙芝
居「雪わたり」、折り紙

2月12日㈯ 午後2時～ 3時 ▪対象　幼児・小学校低学年

文学歴史散歩
「東京新宿の
　史跡巡り」

林芙美子記念館・聖徳記念絵画
館の見学と四谷寺町（藤田貞資・
塙保己一ほかの史跡）の散策

2月26日㈯ 午前7時～午後6時

２2 月 8日㈫から各図書館へ
▪対象　市内在住か在勤者
▪定員　先着 45人
▪参加料　4,500 円（バス代、昼
食代、入場料など）

花園図書館
（アクロス）

☎ 579‐1333
たまてばこ
（玉手箱）

1部＝パネルシアターと映画「わ
んわん火事だわん」（18分）
2 部＝絵本、紙芝居、エプロン
シアター、ストーリーテリング、
手遊び、手品など

2月  5日㈯ 午後2時～ ▪対象　幼児・小学校低学年

▪休館日（4館共通）
　〔2月〕7日㈪・14日㈪・18日㈮・21日㈪ ・28日㈪　〔3月〕7日㈪・14日㈪・22日㈫・28日㈪　
▪春の特別整理休館
　通常の休館日以外に、資料整理のため休館します。深谷図書館＝3月8日㈫～12日㈯、岡部・川本・花園図書館＝3月15日㈫～18日㈮

図書館

グリーンパーク・パティオ ☎574‐5000

定期休館のお知らせ　3月1日㈫まで、プールの水の張り替えや館内総点検のため、休館とさせていただきます。また、各種受け付
け業務も一時休止させていただきます。利用者の皆さんにはご迷惑をお掛けします。

小学生は入場無料　3月2日㈬～ 31日㈭まで、小学生の入場料が無料です。元気に泳いで寒さに負けない体力を付けましょう！

営業時間 入場料 注意

午前10時～午後9時
（最終入場は午後8時15分）

※火曜日休館

一般＝ 800 円
中学生＝ 400 円

※オムツが取れていないお子さんや、水着を着用していないかたのご入場はできません。
　飲食物・撮影機器の持ち込みはできません。
　また、小学校3年生以下のかたには、保護者の同伴が必要です。
　入れ墨やタトゥーなどを入れているかたは、ラッシュガードの着用をお願いします。

園芸教室「ハーブのある暮らし～ハーブガーデンの 12 か月」
回 と　き ガーデニング作業内容 ハーブレッスン内容 備　考

1   3月19日㈯

午後１時 30分
～４時

天地返し・土壌改良 ハーブ栽培法　（種まき） ２3月2日㈬～11日㈮までに、
電話でパティオへ

▪ところ　パティオ１階フラ
ワーホスピタル

▪講師　井
いの

上
うえ

啓
けい

子
こ

氏（アトリ
エ詩季主宰）

▪参加料　10,000円（全10回）

▪定員　30 人（応募者多数の
場合は抽選。全員に結果を
通知します）

※ 6・7回は、2組に分かれて
開催します。

2   4月  9日㈯ 堆
たい

肥
ひ

・肥料入れ 春のハーブティーパーティー

3   4月23日㈯ 苗植え・株分け おいしいティー用ハーブコンテナ作り

4   5月  7日㈯ 苗植え・支柱立て ハーブの乾燥法と歯磨き粉

5   6月  4日㈯ 切り戻し 緑の薬箱

6   6月25日㈯
  7月16日㈯ 午前 9時 30 分

～正午
夏のガーデン対策
（除草・支柱立て・収穫）

バジルペースト作り

7   8月  6日㈯
  8月27日㈯ ハーブ アレンジメント作り

8   9月10日㈯

午後 1時 30 分
～４時

秋の種まきと植え付け 入浴剤の作り方

9 10月  8日㈯ 熱帯ハーブの鉢上げ （創作ポプリ）シェークスピア「オセロー」

10 11月  5日㈯ 冬越しマルチ 収穫祭

募
集

自
衛
官
募
集

１
自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
熊
谷

地
域
事
務
所
（
☎
522
‐
４
８
５
５
・

〠
360
‐
0037
熊
谷
市
筑
波
３
‐
90
‐

１
国
際
ビ
ル
２
階
）

　
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

資
料
請
求
　
問
い
合
わ
せ
先
へ

幹部候補生 一般曹候補生 予備自衛官補

受付期間 5月6日㈮まで 5月6日㈮まで 4月6日㈬まで

応募資格

・日本国籍を有し、22歳
以上26歳未満のかた
（22歳未満の場合は、
大卒見込みを含む）

・大学院で学位を受け
た（取得見込みを含む）
場合、28歳未満のかた

日本国籍を有
し、18歳以上
27歳未満のか
た

一般＝18歳以上
34歳未満のか
た

技能＝18歳以上
で保有する国
家免許資格に
応じ53 ～55歳
未満のかた

試 験 日
5月14日㈯
5月15日㈰筆記式操縦適
性検査（パイロット希望
者のみ）

5月21日㈯ 4月15日㈮～18日
㈪の1日

【
採
用
説
明
会
】
　

と
き
　
２
月
20
日
㈰
、
３
月
13
日

㈰
午
前
10
時
～
正
午
・
午
後
１

時
～
３
時

と
こ
ろ
　
問
い
合
わ
せ
先

※
通
常
の
説
明
会
は
随
時
行
っ
て

人口：147,726人　　男性：73,811人　　女性：73,915人　　世帯数：54,989世帯　（平成23年1月1日現在・外国籍のかたも含みます）



INFORMATION

情報ひろば

2011－❷－広報ふかや 2011－❷－広報ふかや

い
ま
す
。

第
２
回
深
谷
の
駅
弁
グ
ラ

ン
プ
リ
参
加
者
募
集

１
市
観
光
協
会（
☎
575
‐
０
０
１
５
）

　
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
深
谷
産
の
食
材
や
深
谷
ら
し
さ

が
存
分
に
詰
ま
っ
た
「
駅
弁
」
を

募
集
し
、
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
い
ま

す
。
「
わ
れ
こ
そ
は
！
」
と
い
う

市
内
事
業
者
の
皆
さ
ん
、
エ
ン
ト

リ
ー
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と
き
　
４
月
２
日
㈯
午
後
４
時
30

分
～
６
時

と
こ
ろ
　
深
谷
駅
橋
上
自
由
通
路

（
雨
天
の
場
合
は
瀧
宮
神
社
北

側
駐
車
場
）

定
員
　
先
着
15
店
舗

２
２
月
15
日
㈫
ま
で
に
、
問
い
合

わ
せ
先
へ

※
募
集
要
項
は
、
問
い
合
わ
せ
先

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ふ
る
さ
と
農
園
の
利
用
者
募
集

１
農
業
振
興
課（
☎
574
‐
６
６
４
８
）

　
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
ふ
る
さ
と
農
園
は
、
農
業
者
以

外
の
か
た
に
気
軽
に
農
業
体
験
を

し
て
い
た
だ
き
、
農
業
に
対
す
る

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
農

地
を
貸
し
出
す
も
の
で
す
。

対
象
　
市
内
在
住
の
農
業
者
以
外

の
か
た
で
、
農
園
の
管
理
組
合

に
加
入
可
能
な
か
た

募集農園 （約40 ～95㎡）

農園名（空き区画数） ところ

沼尻農園 （4区画） 沼尻663、668

曲田農園 （3区画） 曲田126

川本農園 （4区画） 長在家1054

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

利
用
料
　
貸
付
料
お
よ
び
農
園
内

の
農
機
具
な
ど
の
使
用
料
は
無

料
。
た
だ
し
、
組
合
費
（
年
間

約
１
，
０
０
０
円
）
お
よ
び
栽

培
に
掛
か
る
費
用
は
利
用
者
の

負
担
と
な
り
ま
す
。

利
用
期
間
　
１
年
契
約
で
、
最
大

５
年
間
利
用
可
能
で
す
。

２
２
月
18
日
㈮
ま
で
に
、
問
い
合

わ
せ
先
へ

市
立
幼
稚
園
園
児
募
集

１
各
幼
稚
園
、
学
校
教
育
課
（
☎

572
‐
９
５
７
８
）

　
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
市
立
幼
稚
園
で
は
、
平
成
23
年

度
の
園
児
（
欠
員
補
充
）
を
募
集

し
ま
す
。

※
２
月
28
日
㈪
を
も
っ
て
各
幼
稚

園
の
ク
ラ
ス
数
を
確
定
し
ま
す
。

花
園
幼
稚
園

お
か
べ
幼
稚
園

豊
里
幼
稚
園

常
盤
幼
稚
園

大
寄
幼
稚
園

明
戸
幼
稚
園

幡
羅
幼
稚
園

上
柴
西
幼
稚
園

藤
沢
幼
稚
園

桜
ヶ
丘
幼
稚
園

深
谷
西
幼
稚
園

深
谷
幼
稚
園

幼
稚
園
名

584
‐
１
７
７
９

585
‐
４
１
９
０

587
‐
３
９
７
７

573
‐
２
５
５
８

571
‐
５
６
０
１

571
‐
５
６
０
２

571
‐
２
７
８
７

573
‐
５
２
４
０

571
‐
５
６
０
０

571
‐
２
７
８
８

571
‐
２
７
８
６

571
‐
０
９
４
８

電
話
・
フ
ァ
ク
ス

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た

だ
く
か
、
平
成
22
年
広
報
ふ
か

や
９
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

２
２
月
21
日
㈪
～
28
日
㈪
ま
で

に
、
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
各
幼
稚
園
へ

※
申
込
用
紙
は
、
問
い
合
わ
せ
先

で
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
教
育

委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

入
手
で
き
ま
す
。

清
涼
飲
料
水
等
自
動
販
売

機
設
置
者
を
公
募

１
総
務
課
（
☎
574
‐
６
６
３
５
）

　
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
市
で
は
、
市
有
財
産
の
有
効
活

用
を
図
る
た
め
、
清
涼
飲
料
水
等

自
動
販
売
機
の
設
置
事
業
者
を
公

募
し
ま
す
。

設
置
予
定
場
所
（
台
数
）
市
役
所

本
庁
舎
・
教
育
庁
舎
・
市
役
所
南

別
館
（
計
６
台
）
、
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
（
計
15
台
）

設
置
期
間
　
平
成
23
年
度
～
25
年

度
ま
で
の
３
年
間

募
集
要
項
配
布
　
２
月
７
日
㈪
～

３
月
４
日
㈮
ま
で
、
問
い
合
わ

せ
先
お
よ
び
各
総
合
支
所
総
務

課
で
配
布
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま

す
。

２
２
月
28
日
㈪
～
３
月
４
日
㈮
ま

で
に
、
問
い
合
わ
せ
先
へ

※
詳
細
は
、
募
集
要
項
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

路
上
違
反
広
告
物
除
却
協

力
団
体
募
集

１
２
道
路
管
理
課
（
☎
574
‐
６
６

５
１
）

　
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
電
柱
な
ど
に
貼は

ら
れ
て
い
る
、

違
法
な
「
は
り
紙
」
・
「
は
り

札
」
が
ま
ち
の
景
観
を
乱
し
て
い

ま
す
。
市
で
は
、
こ
れ
ら
の
違
法

広
告
物
を
撤
去
し
て
い
た
だ
け
る

団
体
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

応
募
条
件
　
20
歳
以
上
の
市
内
在

住
か
在
学
者
も
し
く
は
市
内
事

業
所
な
ど
で
構
成
さ
れ
た
３
人

以
上
の
団
体

情報ひろばの見方

１＝問い合わせ　　２＝申し込み　　☎＝電話　　５＝ファクス　　３＝メール　　Ｃ＝ホームページ

19 18

２
３
月
３
日
㈭
ま
で
に
、
問
い
合

わ
せ
先
へ

熊
谷
基
地
モ
ニ
タ
ー
募
集

１
航
空
自
衛
隊
熊
谷
基
地
広
報
室

（
☎
532
‐
３
５
５
４
・
〠
360
‐

0846
熊
谷
市
拾
六
間
８
３
９
）

　
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
航
空
自
衛
隊
お
よ
び
熊
谷
基
地

に
対
す
る
ご
意
見
、
ご
提
言
な
ど

を
お
聴
き
す
る
た
め
、
基
地
モ
ニ

タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
　
20
歳
以
上
の
県
内
在
住

で
（
議
会
議
員
お
よ
び
常
勤
公

務
員
を
除
く
）
、
防
衛
問
題

お
よ
び
自
衛
隊
に
関
心
が
あ

り
、
公
正
で
建
設
的
な
意
見

を
述
べ
て
い
た
だ
け
る
か
た
、

ま
た
、
平
日
に
会
議
な
ど
出

席
（
年
２
回
程
度
）
可
能
な

か
た

定
員
　
10
人

期
間
　
委
嘱
さ
れ
た
日
～
平
成
24

年
３
月
31
日
㈯

２
３
月
１
日
㈫
ま
で
に
、
は
が
き

に
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・

年
令
・
職
業
・
電
話
番
号
・
申

し
込
み
理
由
を
記
入
の
上
、
問

い
合
わ
せ
先
へ

第
33
回
深
谷
市
美
術
家
協
会
展

１
深
谷
市
美
術
家
協
会
・
山や

ま

田だ

さ

彩
の
国
い
き
が
い
大
学
新

入
生
募
集

１
熊
谷
学
園
１
年
制
（
☎
048
‐
728

‐
２
２
９
９
）、
熊
谷
学
園
２

年
制
（
☎
598
‐
３
８
３
１
）、

東
松
山
学
園
（
☎
０
４
９
３
‐

22
‐
０
２
９
５
）

　
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
象
　
県
内
在
住
で
昭
和
26
年
４

月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
か
た

熊
谷
学
園

美
術
工
芸

ふ
る
さ
と
伝
承

福
祉
・
環
境科
名

２
年
制
課
程
（
全
42
回
）

一
般
教
養
の
学
習
と

ク
ラ
ブ
活
動
な
ど

内
容

１
年
制
課
程
（
全
30
回
）25

人
30
人

定
員

130
人

定
員

金
曜
日

学
習
日

火
曜
日

学
習
日

東
松
山
学
園

地
域
創
造

美
術
工
芸

ふ
る
さ
と
伝
承

福
祉
・
環
境科
名

２
年
制
課
程
（
全
42
回
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
共
生

郷
土
を
知
る

健
康
づ
く
り
コ
ー
ス
名

１
年
制
課
程
専
科
コ
ー
ス
（
全
36
回
）

25
人

定
員

30
人

定
員

木
曜
日

学
習
日

金
曜
日

学
習
日

ん
（
☎
573
‐
７
４
７
４
）

　
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

出
品
資
格　

会
員
お
よ
び
高
校
生

以
上
の
市
内
在
住
か
在
勤
・
在

学
者
ま
た
は
活
動
の
主
体
が
深

谷
市
に
あ
る
か
た

と
き
　
３
月
18
日
㈮
～
20
日
㈰
午

前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
（
20

日
は
午
後
４
時
ま
で
）

と
こ
ろ
　
市
民
体
育
館

出
品
規
定
　
絵
画
＝
50
号
以
下
で

額
装
、
書
＝
半
切
以
下
で
縦
書

き
に
統
一
、
写
真
＝
全
紙
に
統

一
（
ガ
ラ
ス
は
不
可
・
ア
ク
リ

ル
は
可
・
Ａ
３
ノ
ビ
も
可
）
、

刻
書
・
工
芸
＝
特
に
な
し

※
１
人
１
点
と
し
、
２
部
門
ま
で

出
品
料
　
２
，
０
０
０
円

搬
入
・
搬
出
　
３
月
17
日
㈭
午
後

５
時
～
６
時
・
３
月
20
日
㈰
午

後
４
時
～
５
時

２
３
月
９
日
㈬
ま
で
に
、
各
公
民

館
ま
た
は
協
会
理
事
へ

※
要
項
・
出
品
票
は
各
公
民
館
に

あ
り
ま
す
。

講
座

上
級
救
命
講
習
会

１
警
防
課
（
☎
571
‐
０
９
１
４
）

　
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
救
命
に
必
要
な
応
急
手
当
の
ほ

か
、
傷
病
者
管
理
、
外
傷
手
当
、

搬
送
法
な
ど
を
行
い
ま
す
。

対
象
　
18
歳
以
上
の
市
内
ま
た

は
寄
居
町
在
住
か
在
勤
・
在

学
で
、
上
級
救
命
講
習
未
受

講
者

と
き
　
２
月
19
日
㈯
午
前
８
時
30

分
～
（
８
時
間
）

と
こ
ろ
　
消
防
本
部

定
員
　
先
着
30
人
（
最
少
催
行
人

員
10
人
）

受
講
料
　
無
料

２
２
月
３
日
㈭
か
ら
、
電
話
で
問

い
合
わ
せ
先
へ

第
４
回
障
害
者
料
理
教
室

１
２
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

歩ぽ

っ

ぽ歩
（
☎
575
‐
１
１
１
５
）

　
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
象
　
市
内
在
住
で
障
害
の
あ
る

か
た

と
き
　
２
月
23
日
㈬
午
前
10
時
～

午
後
１
時
30
分

と
こ
ろ
　
上
柴
公
民
館
（
キ
ラ
ラ

上
柴
内
）

メ
ニ
ュ
ー
　
ケ
ー
キ

定
員　

約
20
人

参
加
料
　
500
円
（
食
材
費
）

県
民
向
け
リ
フ
ォ
ー
ム
セ

ミ
ナ
ー
・
相
談
会

１
２
県
住
宅
課
（
☎
048
‐
830
‐
５

５
６
３
）

　
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

と
き
　
２
月
11
日
㈷
午
後
1
時
～

５
時

と
こ
ろ
　
熊
谷
文
化
創
造
館
さ
く

ら
め
い
と

内
容
　
セ
ミ
ナ
ー
（
リ
フ
ォ
ー
ム

工
事
に
関
す
る
消
費
者
被
害

の
防
止
、
安
心
・
安
全
な
リ

フ
ォ
ー
ム
の
普
及
啓
発
）
と
相

談
会
（
１
時
間
程
度
）

定
員
　
先
着
100
人

参
加
料
　
無
料

房
総
の
祭
り
寿
し
教
室

１
２
NPO
生
き
活
き
ク
ラ
ブ
・
愛
・

久く

保ぼ

さ
ん
（
☎
080
‐
１
１
７
６

‐
０
８
７
５
）

　
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

と
き
　
２
月
20
日
㈰
①
午
前
９
時

～
午
後
１
時
　
②
午
後
２
時
～

６
時

と
こ
ろ
　
深
谷
公
民
館

定
員
　
先
着
各
20
人

参
加
料
　
１
，
３
０
０
円

子
ど
も
の
急
病
に
あ
わ
て

な
い
た
め
に

１
２
さ
い
た
ま
コ
ー
プ
・
コ
ー
プ
プ

ラ
ザ
深
谷
（
☎
572
‐
８
８
８
６
・

５
573
‐
９
３
４
４
・
３saitam

a_
jg8427@

coopnet.or.jp

）

　
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
象
　
乳
幼
児
の
保
護
者

と
き
　
２
月
23
日
㈬
午
前
10
時
～

11
時
30
分

と
こ
ろ
　
コ
ー
プ
プ
ラ
ザ
深
谷

（
上
柴
町
西
１
‐
23
‐
４
）

講
師
　
石い

し

原は
ら

幸ゆ
き

子こ

氏
（
石
原
医
院
）

定
員
　
先
着
30
人

※
１
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
を
対
象

と
し
た
保
育
（
先
着
12
人
）
を

行
い
ま
す
。

催
し

企
画
展
示

「
深
谷
の
中
世
の
出
土
銭
」

１
生
涯
学
習
課（
☎
572
‐
９
５
８
１
）

　
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
深
谷
市
に
は
、
畠は

た
け

山や
ま

重し
げ

忠た
だ

や
岡お

か

部べ

六ろ
く

弥や

太た

と
い
っ
た
鎌
倉
武
士
の

墓
や
、
深
谷
上
杉
氏
の
深
谷
城
跡

な
ど
、
中
世
遺
跡
が
数
多
く
あ
り

ま
す
。

　
今
回
は
、
そ
う
し
た
中
世
の
遺

跡
か
ら
出
土
し
た
古
銭
を
中
心
に

出
土
品
を
展
示
し
ま
す
。
ま
た
、

テ
ー
マ
に
合
わ
せ
た
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

と
き
　
３
月
５
日
㈯
～
27
日
㈰
午

前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

と
こ
ろ
　
川
本
出
土
文
化
財
管
理

セ
ン
タ
ー
展
示
室
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観
覧
料
　
無
料

考
古
学
講
演
会
「
深
谷
の
中
世
遺
跡
」

と
き
　
３
月
12
日
㈯
午
前
10
時
～

正
午

と
こ
ろ
　
川
本
出
土
文
化
財
管
理

セ
ン
タ
ー
会
議
室

講
師
　
野の

ざ
わ
ひ
と
し

沢
均
氏
（
朝
霞
市
教
育

委
員
会
・
市
内
在
住
）

定
員
　
先
着
30
人

参
加
料
　
無
料

２
２
月
14
日
㈪
午
前
９
時
か
ら
、

電
話
で
問
い
合
わ
せ
先
へ

も
く
せ
い
館
天
体
観
望
会

１
も
く
せ
い
館
（
☎
583
‐
７
７
３
３
）

　
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

テ
ー
マ 

「
冬
の
星
座
を
見
る
」

と
き
　
２
月
19
日
㈯
午
後
６
時
30

分
～
（
雨
天
・
曇
天
の
場
合
は

26
日
㈯
午
後
６
時
30
分
～
）

と
こ
ろ
　
も
く
せ
い
館
天
体
観
測
室

２
当
日
会
場
で
受
け
付
け
ま
す

（
小
・
中
学
生
は
保
護
者
同
伴
）
。

※
室
内
は
冷
え
込
み
ま
す
の
で
、

寒
さ
へ
の
備
え
（
特
に
足
元
）

を
し
て
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
の
発
達
に
悩
み
を

も
つ
保
護
者
の
つ
ど
い

１
教
育
研
究
所（
☎
572
‐
９
４
５
６
）

　
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
象
　
お
子
さ
ん
の
心
の
悩
み
や

情報ひろばの見方

１＝問い合わせ　　２＝申し込み　　☎＝電話　　５＝ファクス　　３＝メール　　Ｃ＝ホームページ

21 20

監
督
　
松ま

つ

い

ひ

さ

こ

井
久
子

出
演
　
倍ば

い
し
ょ
う賞

美み

つ

こ

津
子
、
草く

さ
む
ら
れ
い
こ

村
礼
子

ほ
か

上
映
時
間
　
99
分

入
場
料
　
無
料

協
力
　
深
谷
シ
ネ
マ

２
２
月
14
日
㈪
午
前
９
時
か
ら
、

問
い
合
わ
せ
先
へ

障
害
児
親
子
の
集
い
バ
ス

ハ
イ
ク

１
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
573
‐

６
５
６
１
）
、
岡
部
支
所
（
☎

585
‐
６
９
７
９
）
、
川
本
支
所

（
☎
583
‐
７
６
０
０
）
、
花
園

支
所
（
☎
579
‐
１
３
５
６
）

　
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
象
　
市
内
在
住
の
障
害
児
（
18

歳
未
満
）
と
そ
の
保
護
者

と
き
　
３
月
５
日
㈯

と
こ
ろ
　
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド

定
員
　
先
着
40
人

参
加
料
　
親
子
２
人
で
２
，
０
０

０
円
（
１
人
増
す
ご
と
に
１
，

０
０
０
円
追
加
）

※
パ
ス
ポ
ー
ト
代
は
別
途
負
担

（
大
人
＝
５
，
８
０
０
円
、
中

学
生
・
高
校
生
＝
５
，
０
０
０

円
、
４
歳
～
小
学
生
＝
３
，
９

１
０
円
、
４
歳
未
満
＝
無
料
）

２
２
月
７
日
㈪
か
ら
、
参
加
料
と

パ
ス
ポ
ー
ト
代
を
添
え
て
問
い

合
わ
せ
先
へ

生
活
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
心
配
や
不
安
を
お
持

ち
の
保
護
者

と
き
　
２
月
22
日
㈫
午
後
３
時
～

４
時
30
分

と
こ
ろ
　
問
い
合
わ
せ
先
　

内
容
　
庄し

ょ
う
の
の
ぶ
ゆ
き

野
信
幸
氏
（
埼
玉
医
大

臨
床
心
理
士
）
の
講
話
と
教
育

相
談

２
在
籍
し
て
い
る
学
校
ま
た
は
問

い
合
わ
せ
先
へ

男
女
共
同
参
画
映
画
鑑
賞
会

「
ユ
キ
エ
」

１
Ｌ
・
フ
ォ
ル
テ（
☎
573
‐
４
７
６
１
）

　
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
象
　
市
内
在
住
か
在
勤
者

と
き
　
３
月
12
日
㈯
①
午
前
10
時

30
分
～
　
②
午
後
２
時
～

と
こ
ろ
　
キ
ラ
ラ
上
柴
ハ
ナ
ミ
ズ

キ
内
容
　
ユ
キ
エ
は
戦
争
花
嫁
と
し

て
、
人
種
差
別
の
根
強
く
残
る

米
国
南
部
の
バ
ト
ン
ル
ー
ジ
ュ

で
40
余
年
を
生
き
た
。
２
人
の

息
子
が
親
元
を
離
れ
た
直
後
、

夫
が
友
人
の
裏
切
り
に
遭
い
財

産
も
名
誉
も
奪
わ
れ
て
し
ま
う
。

失
意
の
彼
に
と
っ
て
唯
一
の
理

解
者
は
妻
ユ
キ
エ
だ
っ
た
が
、

あ
る
日
突
然
彼
女
は
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
病
に
襲
わ
れ
る
…
。

定
員
　
各
80
人

※
申
し
込
み
の
際
に
証
明
書
類

（
障
害
者
手
帳
な
ど
）
の
確
認

を
し
ま
す
。

「
あ
ぃ
ん
」
か
ら
の
お
知
ら
せ

１
あ
ぃ
ん
（
☎
575
‐
３
４
２
２
・

深
谷
町
10
‐
24
）

　
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

営
業
時
間
　
午
前
11
時
～
午
後
４

時
（
火･

水
曜
日
定
休
）

◇
お
ひ
な
さ
ま
い
ろ
い
ろ
展

と
き
　
２
月
３
日
㈭
～
27
日
㈰

内
容
　
つ
る
し
び
な
ほ
か
、
ひ
な

祭
り
に
ち
な
ん
だ
多
様
な
作
品

を
展
示

※
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
和
室
12
畳
）
の

利
用
を
希
望
す
る
か
た
は
、
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

※
木
・
金
曜
日
（
正
午
ご
ろ
～
）

チ
ボ
リ
の
パ
ン
を
販
売
し
て
い

ま
す
。

※
ラ
ン
チ
は
、
午
前
11
時
30
分
～

午
後
２
時
ま
で
で
す
。

ハ
ー
ト
・
Ｐ
ｏ
Ｐ
ｏ

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

１
深
谷
保
育
園
（
☎
551
‐
６
３
３

３
）
、
深
谷
西
保
育
園
（
☎
573

‐
０
０
０
５
）

　
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
、
独
り

で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

　
保
育
士
や
お
母
さ
ん
同
士
、
気

軽
に
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。

７
日
㈪

午
前
９
時
30
分
～

３
日
㈭

午
前
10
時
～

１
日
㈫

午
前
10
時
～

３
月
の
予
定

28
日
㈪

午
前
９
時
30
分
～

26
日
㈯

午
前
10
時
～

24
日
㈭

午
前
10
時
～

22
日
㈫

午
前
10
時
～

21
日
㈪

午
前
９
時
30
分
～

19
日
㈯

午
前
９
時
30
分
～

17
日
㈭

午
前
10
時
～

15
日
㈫

午
前
10
時
～

14
日
㈪

午
前
９
時
30
分
～

２
月
の
予
定

ジ
ュ
ニ
ア

（
０
・
１
歳
児
）

ひ
な
祭
り
製
作

ひ
な
祭
り
製
作

内
容

ジ
ュ
ニ
ア

（
０
・
１
歳
児
）

も
ぐ
も
ぐ
Ｐ
ｏ
Ｐ
ｏ

（
試
食
会
）

ひ
な
祭
り
製
作

ひ
な
祭
り
製
作

ジ
ュ
ニ
ア

（
０
・
１
歳
児
）

子
育
て
フ
ォ
ー
ラ
ム

小
麦
粉
粘
土

小
麦
粉
粘
土

ジ
ュ
ニ
ア

（
０
・
１
歳
児
）

内
容

深
谷
西
保
育
園

深
谷
西
保
育
園

深
谷
保
育
園

と
こ
ろ

深
谷
西
保
育
園

深
谷
西
保
育
園

（
要
予
約
）

深
谷
西
保
育
園

深
谷
保
育
園

深
谷
西
保
育
園

深
谷
小
学
校

体
育
館

深
谷
西
保
育
園

深
谷
保
育
園

深
谷
西
保
育
園

と
こ
ろ

☆
す
く
す
く
交
流
会
実
施
中
！
☆

と
き
　
毎
週
水
・
金
曜
日
午
前
10

時
～
11
時
（
要
予
約
）

内
容
　
親
子
で
保
育
園
体
験
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

「
中
山
道
深
谷
宿
本
舗
」
か

ら
の
お
知
ら
せ

１
中
山
道
深
谷
宿じ

ゅ
く

本
舗
（
☎
575
‐

０
０
８
８
・
深
谷
町
９
‐
12
）

　
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

◇
お
り
が
み
講
習
会

と
き
　
２
月
６
日
㈰
午
前
10
時
30

分
～
午
後
０
時
30
分

内
容
　
立
ち
雛ひ

な

の
色
紙
絵
を
製
作

定
員
　
10
人

参
加
料
　
700
円
（
材
料
費
を
含
む
）

◇
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
講
習
会

と
き
　
２
月
14
日
㈪
①
午
前
10
時

30
分
～
午
後
１
時
　
②
午
後
２

時
～
４
時
30
分

内
容
　
テ
ー
ブ
ル
ラ
ン
プ
、
テ
ラ

リ
ウ
ム
を
製
作

定
員
　
10
人

参
加
料
　
テ
ー
ブ
ル
ラ
ン
プ
＝
４
，

３
０
０
円
、
テ
ラ
リ
ウ
ム
＝
３
，

０
０
０
円
（
材
料
費
を
含
む
）

◇
ク
ラ
フ
ト
バ
ン
ド
講
習
会

と
き
　
２
月
17
日
㈭
午
前
10
時
30

分
～
午
後
１
時

内
容
　
か
ご
を
製
作

定
員
　
６
人

参
加
料
　
１
，
５
０
０
円
（
材
料

費
を
含
む
）

◇
フ
ラ
ワ
ー
風
水

と
き
　
２
月
27
日
㈰
午
前
10
時
30

分
～
正
午

内
容
　
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー

で
１
年
の
運
気
を
高
め
る
ア
レ

ン
ジ

定
員
　
10
人

参
加
料
　
４
，
２
０
０
円
（
材
料

費
を
含
む
）

中
高
年
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

１
県
就
業
支
援
課
（
☎
048
‐
830
‐

４
５
３
４
）

　
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
象
　
40
歳
以
上
の
県
内
在
住
の

求
職
者

と
き
　
２
月
23
日
㈬
午
後
２
時
～

４
時

と
こ
ろ
　
深
谷
公
民
館
１
階
大
会

議
室

内
容
　
①
就
職
活
動
の
流
れ
　
②

セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
の
ま
と
め

方
な
ど

定
員
　
先
着
30
人

参
加
料
　
無
料

持
ち
物
　
筆
記
用
具

２
２
月
４
日
㈮
か
ら
、
電
話
で
商
工

振
興
課
（
☎
574
‐
６
６
５
０
）
へ

沢さ
わ

知と
も

恵え

コ
ン
サ
ー
ト
♪
～
あ
な

た
が
い
て
わ
た
し
が
い
る
～

１
２
あ
ゆ
み
作
業
所
（
☎
551
‐
４

０
４
０
）

　
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

と
き
　
２
月
26
日
㈯
開
場
＝
午
後

１
時
30
分
～
、
開
演
＝
午
後
２

時
と
こ
ろ
　
花
園
文
化
会
館
ア
ド
ニ

ス
定
員
　
先
着
711
人

入
場
料
　
一
般
＝
２
，
０
０
０

円
、
65
歳
以
上
・
小
学
生
以
下
・

障
害
の
あ
る
か
た
＝
１
，
５
０

０
円

あ
っ
た
か
村

１
あ
っ
た
か
村
・
鈴す

ず

木き

さ
ん
（
☎
・

５
572
‐
３
０
１
３
）、木き

部べ

さ
ん

（
☎
570
‐
１
８
７
６
）

　
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

と
き
　
開
村
日
＝
毎
週
月
・
木
曜

日
、
囲
碁
ク
ラ
ブ
＝
２
月
11
日

㈷
・
25
日
㈮
午
前
10
時
～
午
後

３
時

定
員
　
開
村
日
＝
先
着
20
～
25
人

程
度
、
囲
碁
ク
ラ
ブ
＝
各
先
着

10
人
程
度

参
加
料
　
開
村
日
＝
利
用
者
800

円
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
500
円
、
囲

碁
ク
ラ
ブ
＝
100
円

『坊っちゃん』　　　 夏
な つ

目
め

漱
そ う

石
せ き

ふかや必読書 ３０

　正義感が強くて、曲がったことが大嫌い。
勧善懲悪を地でゆく坊っちゃん。世の中って
なんと矛盾が多いのでしょう。坊っちゃんの
ように真っすぐ立ち向かえたら、すがすがし
くなりますね。文豪夏目漱石が明治時代に書
いた名作。決して古くさくありません。世の
中も悪くないもんだと思わせてくれます。
きっと、元気がもらえますよ。

２
前
日
ま
で
に
開
村
日
は
鈴
木
さ

ん
、
囲
碁
ク
ラ
ブ
は
木
部
さ
ん
へ

介
護
者
の
つ
ど
い

１
介
護
保
険
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
深
谷
・

森も
り

田た

さ
ん
（
☎
571
‐
０
７
５
７
）

　
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

と
き
　
２
月
９
日
㈬
午
後
１
時
30

分
～
４
時
（
毎
月
第
２
水
曜
日
）

と
こ
ろ
　
深
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
２
階
第
２
会
議
室

内
容
　
家
族
の
介
護
で
悩
み
を
持

つ
人
た
ち
と
の
交
流

生
活

第
５
回
ふ
か
や
シ
テ
ィ
ハ
ー
フ
マ

ラ
ソ
ン
の
開
催
に
伴
う
交
通
規
制

１
ふ
か
や
シ
テ
ィ
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
実
行
委
員
会
事
務
局
（
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
内
・
☎
573
‐
９
２
８
０
）

　
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
第
５
回
ふ
か
や
シ
テ
ィ
ハ
ー
フ

マ
ラ
ソ
ン
の
開
催
に
伴
い
、
大
会

当
日
の
深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル
周

辺
お
よ
び
市
内
コ
ー
ス
沿
線
は
、

交
通
規
制
に
よ
る
渋
滞
が
予
想
さ

れ
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

と
き
　
２
月
27
日
㈰
午
前
８
時
20

分
～
午
後
０
時
10
分
ご
ろ
（
雨

天
決
行
）

※
コ
ー
ス
な
ど
の
詳
細
は
、
広
報

ふ
か
や
折
り
込
み
の
「
交
通
規

制
の
お
知
ら
せ
」ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

交
通
遺
児
就
学
支
度
金

１
児
童
課
（
☎
574
‐
６
６
４
６
）、

岡
部
福
祉
健
康
課
（
☎
585
‐
２

２
１
４
）、
川
本
福
祉
健
康
課

（
☎
583
‐
２
５
３
２
）、
花
園
福

祉
健
康
課
（
☎
584
‐
１
１
２
３
）

　
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
４
月
に
小
学
校
ま
た
は
中
学
校

に
入
学
す
る
交
通
遺
児
（
交
通
事

故
で
、
父
ま
た
は
母
を
亡
く
し
た

児
童
）
を
養
育
し
て
い
る
か
た

に
、
交
通
遺
児
就
学
支
度
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

支
給
額
　
遺
児
１
人
に
つ
き

１
０
，
０
０
０
円
（
３
月
中
に

口
座
振
り
込
み
）

２
２
月
28
日
㈪
ま
で
に
、
問
い
合

わ
せ
先
へ

就
学
援
助
制
度

１
教
育
総
務
課（
☎
574‐５
８
１
１
）

　
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
教
育
委
員
会
で
は
、
経
済
的
な
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理
由
に
よ
り
小
・
中
学
校
で
の
費

用
の
支
払
い
に
お
困
り
の
市
民
の

か
た
を
対
象
に
、
給
食
費
・
学
用

品
費
・
修
学
旅
行
費
な
ど
を
援
助

し
て
い
ま
す
。

　
一
定
の
要
件
に
当
て
は
ま
る
場

合
に
受
給
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

申
請
書
の
配
布
・
提
出
先
　
在
学

す
る
市
内
の
小
・
中
学
校

電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
を
ご

利
用
く
だ
さ
い

１
情
報
シ
ス
テ
ム
課
（
☎
574
‐
８

５
６
３
）

　
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
の
パ
ソ
コ
ン

か
ら
「
電
子
申
請
・
届
出
サ
ー
ビ

ス
」
に
ア
ク
セ
ス
し
て
、
市
や
県

へ
の
申
請
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
水
道
使
用
に
関
す
る
手
続
き
や

犬
の
新
規
登
録
な
ど
、
電
子
証
明

書
を
必
要
と
し
な
い
手
続
き
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

障
害
者
自
立
支
援
法
が
一

部
改
正
に
な
り
ま
し
た

１
障
害
福
祉
課（
☎
571‐１
０
１
１
）

　
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
主
な
改
正
点
は
次
の
通
り
で
す
。

①
障
害
者
の
定
義
に
『
発
達
障
害

者
』
が
含
ま
れ
ま
し
た
。

②
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て

い
る
障
害
児
に
つ
い
て
、
満
18

歳
に
達
し
た
後
で
、
生
活
介
護

な
ど
の
そ
の
他
の
支
援
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
い
な
ど
、
引

き
続
き
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
な
け
れ
ば
当
該
障
害
児
の

福
祉
を
損
な
う
恐
れ
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
と
き
に
は
、
満
20

歳
に
達
す
る
ま
で
、
引
き
続
き

児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

住
基
カ
ー
ド
交
付
の
際
の
本
人

確
認
方
法
が
変
わ
り
ま
し
た

１
市
民
課
（
☎
574
‐
６
６
４
０
）

　
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
住
基
カ
ー
ド
の
申
請
・
交
付
の

際
に
必
要
な
本
人
確
認
資
料
（
運

転
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
・
保
険

証
・
年
金
手
帳
な
ど
）
は
、
平
成

23
年
か
ら「
２
種
類
以
上
の
提
示
」

ま
た
は
「
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
運
転
免
許

証
と
免
許
証
の
暗
証
番
号
」
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
住
基
カ
ー
ド

を
即
日
で
交
付
で
き
る
本
人
確
認

資
料
は
、運
転
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー

ト
・
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を
含

め
た
も
の
に
限
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

環
境
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス

ト
入
賞
作
品

１
環
境
課
（
☎
574
‐
８
５
７
２
）

　
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
ご
み
減
量
化
や
環
境
保
全
の
意

識
啓
発
の
た
め
、
市
内
の
小
学
校

４
年
生
お
よ
び
中
学
校
２
年
生
を

対
象
に
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
多
数

の
優
れ
た
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
審
査
の
結
果
、次
の
か
た（
敬

称
略
）
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。
な

お
、入
賞
作
品
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■
小
学
生
３
Ｒ
部
門

市
長
賞

　
内う

ち

だ田
萌も

あ亜
（
本
郷
小
学
校
）

入
選

　
北き

た
む
ら村
一ち

な

り愛
（
藤
沢
小
学
校
）

　
阿あ

ゆ

み弓
唯ゆ

う

と人
（
上
柴
東
小
学
校
）

　
持も

ち

だ田
友と

も
た
け武
（
花
園
小
学
校
）

■
小
学
生
地
球
環
境
部
門

市
長
賞

　
髙た

か
や
ま山
な
な
子こ

（
岡
部
西
小
学
校
）

入
選

　
中な

か
う
ち内
律り

こ希
（
常
盤
小
学
校
）

　
山や

ま
ぎ
し岸
由ゆ

い衣
（
八
基
小
学
校
）

　
八や

ぎ木
遥は

る

か香
（
常
盤
小
学
校
）

■
中
学
生
３
Ｒ
部
門

市
長
賞

　
柳や

な

せ瀬
百も

も

か花
（
上
柴
中
学
校
）

入
選

　
熊く

ま
が
い谷

可か

り

ん凛
（
上
柴
中
学
校
）

る
（
金か

ね

こ子
孝た

か

お男
）

◦
公
約
に
ゴ
ミ
の
無
い
町
の
せ
て

く
れ
（
玉た

ま

い井
澄す

み

お雄
）

◦
エ
コ
ロ
ジ
ー
団う

ち

わ扇
と
打
ち
水
仲

間
入
り
（
古ふ

る
か
わ川

美み

よ

こ

代
子
）

第
１
回
深
谷
市
緑
の
カ
ー
テ

ン
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品

１
環
境
課
（
☎
574
‐
８
５
７
２
）

　
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
審
査
の
結
果
、
次
の
か
た
（
敬

称
略
）
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。
な

お
、入
賞
作
品
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

最
優
秀
賞
　
加か

と

う藤
正ま

さ
あ
き明

優
秀
賞
　
河か

わ

ら

だ

原
田
藤ふ

じ

や也
、
柳や

な

岡お
か

哲て
つ

人ひ
と

入
賞
　
加か

せ瀬
信の

ぶ

お夫
、
東
つ
ば
き
保

育
園
、
つ
ば
き
保
育
園

労
協
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
熊
谷

　「
労
協
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
熊
谷
」
は
、
就
労
や
働
く

こ
と
へ
の
悩
み
を
抱
え
て
い
る
若

者
の
相
談
を
受
け
、
就
労
・
自
立

を
目
指
し
一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た

さ
ま
ざ
ま
な
サ
ポ
ー
ト
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

①
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
熊
谷

　（
☎
520
‐
２
１
７
０
・
５
522
‐

２
１
３
０
・
熊
谷
市
末
広
３
‐

　
関せ

き
ぐ
ち口

智と

も

こ子
（
南
中
学
校
）

　
濱は

ま
か
わ川

笑え

み

り璃
（
豊
里
中
学
校
）

■
中
学
生
地
球
環
境
部
門

市
長
賞

　
金か

な

い井
真ま

き希
（
南
中
学
校
）

入
選

　
柴し

ば
さ
き﨑

汐し

ほ

り里
（
川
本
中
学
校
）

　
髙た

か
は
し橋

寛ひ

ろ

き貴
（
南
中
学
校
）

　
栗く

り
は
ら原

瑞み

ず

き季
（
豊
里
中
学
校
）

第
３
回
深
谷
市
環
境
エ
コ
川

柳
コ
ン
テ
ス
ト
入
選
作
品

１
環
境
課
（
☎
574
‐
８
５
７
２
）

　
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
審
査
の
結
果
、
次
の
か
た
（
敬

称
略
）が
入
選
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

作
品
と
併
せ
て
紹
介
し
ま
す
。

特
選

◦
資
源
ゴ
ミ
父
は
我
が
家
の
仕
分

人
（
き
ん
た
ろ
う
）

準
特
選

◦
ゴ
ミ
捨
て
り
ゃ
見
て
い
た
カ
ラ

ス
「
ア
ホ
」
と
鳴
く
（
カ
ズ

坊ぼ
う

）

◦
補
助
金
が
終
れ
ば
エ
コ
を
し
な

く
な
り
（
け
い
子こ

姉ね
え

）

佳
作

◦
エ
コ
心
持
っ
て
地
球
と
手
を
繋つ

な

ぐ
（
空う

つ
せ
み蝉
）

◦
ひ
き
こ
も
り
エ
コ
・
ワ
ク
チ

ン
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
新あ

ら

い井

喜き

い

ち市
）

◦
温
暖
化
地
球
に
異
変
増
え
て
く

11
‐
19
武
蔵
ビ
ル
１
階
・
３

kum
agaya-saposute@

roukyou.
gr.jp

）

開
所
日
時
　
毎
週
月
～
金
曜
日
午

前
10
時
～
午
後
６
時

②
深
谷
相
談
出
張
所
（
深
谷
シ
ネ

マ
内
・
深
谷
町
９
‐
12
）

開
所
日
時
　
毎
週
土
曜
日
午
前
10

時
～
午
後
６
時
（
予
約
制
）

※
問
い
合
わ
せ
は
、
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
熊
谷
へ

ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

春
季
テ
ニ
ス
講
習
会

１
市
テ
ニ
ス
協
会
事
務
局
・
ハ
タ
ヤ

ス
ポ
ー
ツ
（
☎
571
‐
０
５
６
３
）

　
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
象
　
小
学
生
以
上
の
市
内
在
住

か
在
勤
・
在
学
者

と
き
　
３
月
19
日
㈯
～
４
月
３
日

㈰
ま
で
の
毎
週
土
・
日
曜
日

（
全
６
回
）
午
前
９
時
～

と
こ
ろ
　
仙
元
山
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

定
員
　
一
般
＝
先
着
60
人
、
小
学

生
＝
先
着
40
人

参
加
料
　
１
人
＝
３
，
０
０
０
円

（
保
険
料
を
含
む
）

２
３
月
11
日
㈮
正
午
ま
で
に
、
参

加
料
を
添
え
て
市
体
協
事
務
局

（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内
・
☎
573

‐
９
２
８
０
）
ま
た
は
問
い
合

わ
せ
先
へ

※
未
成
年
者
の
申
し
込
み
に
は
、

保
護
者
の
承
諾
印
が
必
要
で
す
。

市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
冬
季
大
会

１
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
・

大里広域市町村圏組合介護保険特別会計決算
１大里広域市町村圏組合（☎ 501‐1330）

　平成 21 年度大里広域市町村圏組合介護保険特別会
計の決算が確定しましたので、主な内容をお知らせし
ます。歳入総額は 196 億 3,960 万円で、対前年度比
6.5％増、歳出総額は 195 億 2,079 万円で、対前年度
比 7.0％増となりました。なお、平成 21 年度の歳入
歳出差引残額は１億 1,881 万円です。

県負担金
27億5,246万円
（14.0％）

その他
3億3,291万円
（1.7％） 第１号被保険者保険料

38億8,342万円
（19.8％）

市町負担金
28億216万円
（14.2％）

国庫負担金
42億5,591万円
（21.7％）

支払基金負担金
56億1,274万円
（28.6％）

総務費
3億8,504万円
（2.0％）

施設介護サービス給付費
66億7,346万円
（34.2％）

居宅介護サービス給付費
95億6,801万円
（49.0％）

高額介護サービス費
3億715万円
（1.6％）

地域密着型介護
サービス給付費
13億9,011万円
（7.1％）

特定入所者介護サービス費
6億7,051万円
（3.4％）

地域支援事業費
2億3,825万円
（1.2％）

審査支払手数料
2,516万円
（0.1％）

歳入 歳出歳入
196億3,960万円

歳出
195億2,079万円

その他
2億6,310万円
（1.4％）

県負担金
27億5,246万円
（14.0％）

その他
3億3,291万円
（1.7％） 第１号被保険者保険料

38億8,342万円
（19.8％）

市町負担金
28億216万円
（14.2％）

国庫負担金
42億5,591万円
（21.7％）

支払基金負担金
56億1,274万円
（28.6％）

総務費
3億8,504万円
（2.0％）

施設介護サービス給付費
66億7,346万円
（34.2％）

居宅介護サービス給付費
95億6,801万円
（49.0％）

高額介護サービス費
3億715万円
（1.6％）

地域密着型介護
サービス給付費
13億9,011万円
（7.1％）

特定入所者介護サービス費
6億7,051万円
（3.4％）

地域支援事業費
2億3,825万円
（1.2％）

審査支払手数料
2,516万円
（0.1％）

歳入 歳出歳入
196億3,960万円

歳出
195億2,079万円

その他
2億6,310万円
（1.4％）

渋し
ぶ

沢さ
わ

さ
ん
（
☎
090
‐
９
３
０
１

‐
０
９
２
５
）

　
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
象
　
市
内
在
住
か
在
勤
者
お
よ

び
協
会
会
員

と
き
　
２
月
13
日
㈰
受
付
＝
午
前

８
時
～
（
小
雨
決
行
）
予
備
日

＝
２
月
16
日
㈬

と
こ
ろ
　
花
園
総
合
運
動
公
園

参
加
料
　
１
人
＝
500
円
（
保
険
料

を
含
む
）

２
２
月
10
日
㈭
正
午
ま
で
に
、
参

加
料
を
添
え
て
市
レ
ク
協
事
務

局
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内
・
☎

573
‐
９
２
８
０
）
へ

※
協
会
会
員
は
、
所
属
団
体
責
任

者
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

１
市
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連

盟
・
渋し

ぶ

沢さ
わ

さ
ん
（
☎
090
‐
２
４

０
４
‐
５
７
８
４
）

　
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

①
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

対
象
　
連
盟
登
録
者

と
き
　
４
月
３
日
㈰
受
付
＝
午
前

８
時
30
分
～

と
こ
ろ
　
深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル

種
目
　
一
般
の
部
（
男
女
混
合

チ
ー
ム
で
、
コ
ー
ト
内
に
女
性

２
人
以
上
）
、
レ
デ
ィ
ー
ス
の

部
（
女
性
の
み
）
、
シ
ニ
ア
の

部
（
40
歳
以
上
の
男
女
混
合

チ
ー
ム
で
、
コ
ー
ト
内
に
女
性

２
人
以
上
）

参
加
料
　
１
チ
ー
ム
＝
２
，
５
０

０
円
（
保
険
料
を
含
ま
な
い
）

②
平
成
23
年
度
深
谷
市
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
登
録

登
録
資
格
　
学
生
を
除
く

登
録
料
　
１
人
＝
年
間
300
円

【
①
②
共
通
】

２
３
月
５
日
㈯
午
前
９
時
～
午
後

３
時
ま
で
に
、
参
加
料
・
登
録

料
を
添
え
て
深
谷
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
談
話
室
へ

※
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
の

申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、
３
月

７
日
㈪
～
11
日
㈮
ま
で
、
市
体

協
事
務
局
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

内
・
☎
573
‐
９
２
８
０
）
で
も

受
け
付
け
ま
す
。

平
成
23
年
度
深
谷
市
野
球

連
盟
登
録
・
総
会

１
市
野
球
連
盟
・
須す

藤と
う

さ
ん
（
☎

090
‐
３
２
０
１
‐
８
０
１
２
）

　
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
平
成
23
年
度
各
種
大
会
（
市
民

大
会
を
除
く
）
に
出
場
す
る
に

は
、
連
盟
登
録
が
必
要
で
す
。

２
新
規
登
録
を
希
望
す
る
チ
ー
ム

は
、
２
月
18
日
㈮
ま
で
に
問
い

合
わ
せ
先
へ

【
総
会
・
抽
選
会
】

と
き
　
３
月
５
日
㈯
受
付
＝
午
後
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家庭児童相談 虐待防止ホットライン 子どもスマイルネット 行政相談 法律相談 市民相談

担
当

児童課
☎ 574‐6646

家庭児童相談室
☎ 574‐3000

子どもスマイルネット
☎ 048‐822‐7007

くらしいきいき課
☎ 574‐6633

くらしいきいき課
☎ 574‐6633

くらしいきいき課
☎ 574‐6633

内
容

家 庭、 育 児、 不 登
校などの相談

虐待が疑われる子ど
もを見つけた場合
は、ご連絡ください

子ども（原則 18 歳
未満）にかかわる
悩み電話相談

行政に関する苦情
など

相続、離婚、金銭貸
借、商取引などの法
律に関する相談

市民生活に関する
相談

と
き

月～金曜日
午前 9 時～午後 4 時

月～金曜日
午前 9 時～午後 4 時
※電話相談は随時

平日
午 前 9 時 ～ 午 後 9
時 30 分
土・日曜日
午前 9 時～午後 5 時

毎月第 2・3 木曜日
午後 1 時 30 分～ 4 時

火曜日
毎月第 1 木曜日
午後 1 時 30 分～ 4 時
予約制

月～金曜日
午前9時30分～正午、
午後 1 時～ 4 時 30 分
※受け付けは午後

4 時まで

と
こ
ろ

市役所北別館
家庭児童相談室 

家庭児童相談室
‐

市役所西別館
201 会議室

市役所西別館
201 会議室

市役所北別館
市民相談室 

消費生活相談 悪質商法110番 不動産無料相談 交通事故相談 教育相談

担
当

くらしいきいき課
☎ 574‐6633

くらしいきいき課
☎ 574‐8527

くらしいきいき課
☎ 574‐6633

県北部地域振興センター
☎ 521‐7300

教育研究所
☎ 572‐9456

内
容

商品契約に関する
苦情など

クーリングオフの仕
方や悪質商法に関す
る電話相談

土地や建物の売買、
賃 貸 な ど、 不 動 産
に関する相談

交通事故に関する
相談

子どもの発達障害や、不登校・いじめ・非
行など、学校生活上の不適応や悩みについ
ての相談

と
き

月・水・木・金曜日
午前 10 時～正午、
午後 1 時～ 4 時

月～金曜日
午前 9 時～正午、午
後 1 時～ 4 時 30 分

毎月第 1 火曜日
午前 9 時～正午 

月～金曜日
午前 9 時～午後 4 時
※受け付けは午後

3 時 30 分まで

月～金曜日
午前 9 時～正午、午後 1 時～ 4 時 30 分
※ファックス・メールは 24 時間受け付け
５0120‐4‐78374
３e-net@city.fukaya.saitama.jp

と
こ
ろ

市役所西別館
消費生活センター ‐

市役所西別館
会議室 

県北部地域振興センター
（県地方庁舎 1 階）

教育研究所

よろず人権相談 女性の悩み相談室 税務相談 内職・就職・求人相談 ふるさとハローワーク 結婚相談

担
当

人権政策課
☎ 574‐6643

L・フォルテ
☎ 573‐4761

市民税課
☎ 574‐6637

就職相談室
☎ 573‐1171

ふるさとハローワーク
☎ 551‐2501

社会福祉協議会
☎ 573‐6563

内
容

生活全般で感じた
人権上の困り事や
悩みなどの相談

仕 事・ 家 庭・ 夫 婦
の悩みなどの相談

税理士による税一
般に関する相談

内職に関する仕事
紹 介、 就 職 相 談、
求人情報の提供

ハローワーク求人
情 報 の 提 供、 職 業
相談、職業紹介

結婚に関する相談、
紹介など

と
き

毎月 10 日
市役所西別館会議室
毎月 20 日
各総合支所
午前 10 時～午後 3 時
※ 土・ 日 曜 日、 祝

休日の場合は翌
開庁日

毎月第 3 土曜日
午前 10 時～午後 4 時
予約制

毎月 20 日
午前 10 時～午後 4 時
※土・日曜日、祝休日

の場合は翌開庁日

月 ･ 木曜日
午前 10 時～正午、
午後 1 時～ 3 時
予約制

月～金曜日
午前 9 時～午後 5 時

毎月第 1 木曜日
毎月第 3 日曜日
午後 1 時～ 3 時

と
こ
ろ

キララ上柴
ミーティングルーム 2

市役所西別館
会議室

キララ上柴
ミーティングルーム 1

キララ上柴
ふるさとハローワーク

ボランティア交流
センター

乳幼児相談 健康相談 こころの健康相談 ひきこもり専門相談 エイズ相談・検査

担
当

保健センター（☎ 575‐1101）、岡部福祉健康課（☎ 585‐2214）
川本福祉健康課（☎ 583‐2532）、花園福祉健康課（☎ 584‐1123） 

保健センター
☎ 575‐1101

熊谷保健所
☎ 523‐2811

熊谷保健所
☎ 523‐2811

内
容

未就学児の保護者を対象とした、お子さん
の発達・発育や子育てに関する相談

健康に関する相談
と専門相談窓口の
紹介

心の健康や病気、福
祉制度などの相談

原則 18 歳以上のひ
きこもりに関する
相談

エイズなどに関す
る相談と血液検査
予約制

と
き

3月14日㈪深谷市保健センター
3月 9日㈬川本保健センター
2月23日㈬花園保健センター
2月28日㈪おかべ子育て支援センター
午前10時～11時30分、午後1時～4時
午後は予約制

月～金曜日
午前 8 時 30 分～午
後 5 時 15 分
※電話相談は随時
面接は予約制

2月17日㈭
午前10時～11時40分
予約制

毎月第 3 木曜日
午後 1 時～ 3 時
予約制

毎月第 1 木曜日
午後 1 時～ 3 時
毎月第 4 火曜日
午前 10 時～ 11 時、午後
5 時 30 分 ～ 6 時 30 分

と
こ
ろ

各保健センター 深谷市保健センター 熊谷保健所 熊谷保健所

各 種 無 料 相 談各 種 無 料 相 談 市ホームページ、市モバイルサイトからも、以下の内容をご覧いただけます
■ホームページ　Ｃ「深谷無料相談」で検索
■モバイルサイト　Ｂ http://mobile.city.fukaya.saitama.jp/
※相談日が祝休日・年末年始に当たる場合は、お休みになることがあります。

各種無料相談
あなたの生活をサポートします

５
時
～
、
開
会
＝
午
後
６
時

と
こ
ろ
　
埼
玉
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

深
谷

総
会
ウ
オ
ー
ク
（
８
㎞
）

１
市
歩
け
歩
け
協
会
・
本も

と

ぎ木
さ
ん

（
☎
572
‐
４
３
４
０
）

　
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
象
　
オ
ー
プ
ン
（
小
学
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
）

と
き
　
３
月
13
日
㈰
（
雨
天
決

行
）
集
合
＝
午
前
８
時
30
分
に

2 月 7 日は北方領土の日
　北方領土問題に関する国民の理解と関心をさらに深め、北
方領土返還要求運動の全国的な盛り上がりを図るために、昭
和 56年 1月の閣議了解により、毎年 2月 7日を「北方領土
の日」としました。
　なお、2月7日は1855年に日露間の国境を択捉島とウルッ
プ島の間に定めた「日魯通好条約」が調印された日です。

南
公
民
館

コ
ー
ス
　
南
公
民
館
（
午
前
８
時

50
分
出
発
）
～
パ
テ
ィ
オ
～
ふ

か
や
緑
の
王
国
（
散
策
・
休
憩
）

～
南
公
民
館
（
午
後
０
時
30
分

到
着
予
定
）

参
加
料
　
一
般
＝
300
円
（
保
険
料

を
含
む
・
当
日
集
金
）
、
会
員

＝
無
料

※
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
終
了
後
、
第
20

回
定
期
総
会
を
行
い
ま
す
。

叙
勲
・
表
彰

小
林
福
次
氏
が
叙
勲
受
章

　
こ
の
ほ
ど
、
小こ

ば
や
し
ふ
く
じ

林
福
次
氏
（
岡
・

88
歳
・
元
岡
部
町
議
会
議
員
）
が
、

旭
日
単
光
章
（
地
方
自
治
功
労
）

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他

市
議
会
議
員
一
般
選
挙
の

立
候
補
予
定
者
説
明
会

１
選
挙
管
理
委
員
会
（
☎
574
‐
６

６
６
４
）

　
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
４
月
24
日
㈰
に
予
定
さ
れ
て
い

る
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
に
つ
い

て
、
立
候
補
予
定
者
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

対
象
　
立
候
補
予
定
者
お
よ
び
そ

の
関
係
者

と
き
　
２
月
24
日
㈭
午
前
９
時
30

分
～

と
こ
ろ
　
深
谷
公
民
館
１
階
大
会

議
室

※
１
候
補
予
定
者
に
つ
き
、
２
人

以
内
で
の
出
席
で
お
願
い
し
ま

す
。

わ
ん
ぱ
く
ラ
ン
ド
か
ら
の

お
知
ら
せ

１
深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル
（
☎
572

‐
３
０
０
０
）

　
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
３
月
１
日
㈫
～
６
月
30
日
㈭
ま

で
、
わ
ん
ぱ
く
ラ
ン
ド
の
営
業
時

間
は
午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
３
月
10
日

㈭
は
休
園
と
な
り
ま
す
。

土
地
区
画
整
理
事
業

宅
地
を
公
売
し
て
い
ま
す

１
区
画
整
理
課（
☎
574
‐
６
６
５
６
）

　
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
市
で
は
、
次
の
宅
地
（
保
留

地
）
を
随
時
公
売
し
ま
す
。

地区名 公売
区画数 面積（ｍ2） 公売価格（万円）

国 済 寺 ９ 約140 ～343 約933 ～2,496

岡 中 央 ７ 約148 ～448 約543 ～1,702

小前田駅
北 西 部 ５ 約225 ～280 約639 ～944

申
込
方
法
　
先
着
順
に
よ
る
随
意

契
約

申
込
要
領
配
布
場
所
　
問
い
合
わ

せ
先
ま
た
は
各
総
合
支
所
総
務

課
で
配
布
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま

す
。

２
６
月
30
日
㈭
ま
で
に
、
問
い
合

わ
せ
先
へ

年
度
末
金
融
相
談
会

１
日
本
政
策
金
融
公
庫
熊
谷
支
店

国
民
生
活
事
業
（
☎
521
‐
２
７

３
１
）

　
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
深
谷
商
工
会
議
所
で
は
、
関
東

信
越
税
理
士
会
熊
谷
支
部
と
の
共

催
で
、
融
資
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。利
率
は
運
転
資
金
1.65
％
か
ら
、

設
備
資
金
0.5
％
か
ら
と
な
り
、
信

用
保
証
料
は
か
か
り
ま
せ
ん
。
期

間
限
定
金
利
終
了
間
近
で
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と
き
　
２
月
10
日
㈭
午
前
10
時
～

正
午
・
午
後
１
時
～
４
時
（
予

約
制
）

と
こ
ろ
　
深
谷
商
工
会
議
所

内
容
　
融
資
の
申
し
込
み
と
相
談

（
資
金
繰
り
相
談
や
設
備
投
資

計
画
の
立
て
方
な
ど
）

必
要
な
物
　
確
定
申
告
書
、
決
算

書
２
期
分
（
勘
定
科
目
明
細
書

を
含
む
）、
預
金
通
帳
、
借
入

明
細
、
税
金
の
領
収
証
、
運
転

免
許
証
、
社
判
・
印
鑑

深
谷
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

か
ら
寄
付

　
深
谷
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か

ら
、
市
内
小
学
校
３
校
（
桜
ヶ
丘

小
、深
谷
西
小
、豊
里
小
）
に
サ
ッ

カ
ー
ボ
ー
ル
45
個
と
ド
ッ
ヂ
ボ
ー

ル
55
個
の
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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私
は
友
達
と
過
ご
す
時
間
が
大
好
き
で
す
。

一
人
に
な
る
と
寂
し
い
の
で
す
。「
い
じ
め
」

に
あ
っ
て
い
る
人
は
い
つ
も
寂
し
く
悲
し
い
思

い
を
し
て
い
る
ん
だ
な
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　
私
は
小
さ
い
頃
か
ら
背
が
低
く
、
小
学
生
の

時
は
学
年
で
一
番
背
が
低
い
時
期
も
あ
り
ま
し

た
。
で
も
私
は
あ
ま
り
気
に
せ
ず
過
ご
し
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
私
は
こ
の
言
葉
を
言
わ
れ

た
時
、
と
て
も
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。

　「
チ
ビ
」

あ
る
時
、
男
子
に
言
わ
れ
ま
し
た
。
今
ま
で
気

に
し
て
い
な
か
っ
た
身
長
を
こ
の
時
を
機
に
少

し
ず
つ
気
に
す
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
で
も
、
友
達
は
い
つ
も
優
し
く
接
し
て
く

れ
ま
し
た
。
そ
の
時
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で

す
。
学
年
が
上
が
る
に
つ
れ
私
の
こ
と
を
「
チ

ビ
」
と
い
う
人
は
減
っ
て
い
き
、私
自
身
も
「
こ

の
身
長
も
私
の
特
徴
な
ん
だ
」
と
思
え
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
き
っ
と
「
チ
ビ
」
と

言
っ
た
人
は
特
に
悪
気
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な

い
と
思
い
ま
す
。
で
も
言
わ
れ
た
私
は
と
て
も

シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。
こ
の
よ
う
に
「
や
っ
た
方

は
気
に
し
て
い
な
く
て
も
や
ら
れ
た
方
は
傷
付

い
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　「
自
殺
」

こ
の
言
葉
を
最
近
ニ
ュ
ー
ス
等
で
よ
く
耳
に
し

ま
す
。
そ
し
て
そ
の
自
殺
の
原
因
の
多
く
が

「
い
じ
め
」
で
す
。
私
の
周
り
に
も
「
い
じ
め
」

が
た
く
さ
ん
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
私
と

違
う
か
ら
」
と
い
う
勝
手
な
理
由
で
い
じ
め
に

あ
っ
て
い
る
人
も
い
る
と
思
い
ま
す
。
私
は
い

じ
め
て
い
る
人
は
も
ち
ろ
ん
、
い
じ
め
を
見
て

見
ぬ
ふ
り
を
し
て
い
る
人
も
加
害
者
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
人
は
「
誰
も

自
分
を
助
け
て
く
れ
な
い
。
私
は
一
人
な
ん

だ
。」
と
さ
ら
に
辛
い
思
い
を
す
る
と
思
い
ま

す
。
で
も
、
い
じ
め
に
一
緒
に
立
ち
向
か
っ
て

く
れ
て
自
分
を
支
え
て
く
れ
る
友
達
が
一
人
で

も
い
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
。
き
っ
と
少
し
は
心

が
楽
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
友
達
が
一
人
で
も

い
れ
ば
「
自
殺
し
よ
う
」
な
ん
て
思
え
な
い
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
「
い
じ
め
で
自
殺
」
と
い

う
悲
し
い
言
葉
を
聞
く
こ
と
は
少
な
く
な
っ
て

い
く
と
思
い
ま
す
。

　
人
は
全
員
が
平
等
で
な
く
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
私
の
よ
う
に
背
の
低
い
人
が
い
れ
ば
、
背

の
高
い
人
も
い
ま
す
。肌
が
白
い
人
が
い
れ
ば
、

黒
い
人
も
い
ま
す
。
勉
強
や
運
動
が
得
意
な
人

が
い
れ
ば
、
苦
手
な
人
が
い
ま
す
。
し
か
し
こ

の
よ
う
な
こ
と
は
あ
た
り
前
の
こ
と
で
す
。
世

界
中
の
人
が
全
員
同
じ
顔
で
同
じ
体
、
同
じ
考

え
を
し
て
い
た
ら
、
世
の
中
は
進
歩
し
て
い
か

な
い
と
思
い
ま
す
。
人
は
み
ん
な
が
そ
れ
ぞ
れ

違
う
か
ら
い
い
の
で
す
。
考
え
方
が
た
く
さ
ん

あ
る
か
ら
良
い
方
向
へ
と
進
ん
で
い
け
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
現
在
、
ま
だ
す
べ
て
の

人
が
平
等
な
世
界
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て

そ
の
偏
見
が
い
じ
め
を
生
ん
で
し
ま
う
の
だ
と

思
い
ま
す
。
私
も
気
付
か
ぬ
う
ち
に
人
を
傷
付

け
て
し
ま
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
し

も
い
じ
め
に
あ
っ
た
時
、
一
番
必
要
な
の
は
、

自
分
を
支
え
て
く
れ
る
家
族
や
友
達
で
す
。
お

互
い
に
助
け
合
え
て
信
じ
合
え
る
人
を
つ
く
る

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、

「
い
じ
め
」
に
負
け
な
い
強
い
心
を
育
て
る
こ

と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。
こ
れ
か
ら
先
、
楽
し

い
こ
と
や
嬉
し
い
こ
と
が
あ
る
反
面
、
辛
い
こ

と
や
悲
し
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
待
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
私
は
ど
ん
な
こ
と
に
も
立
ち
向
か

え
る
心
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
し
て

「
い
じ
め
の
な
い
世
界
」
に
な
る
こ
と
を
私
は

願
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
私
は
つ
く
っ
て

い
き
た
い
で
す
。
ま
た
、
多
く
の
人
に
つ
く
っ

て
も
ら
い
た
い
で
す
。
そ
し
て
大
切
に
し
て
い

き
た
い
で
す
。
か
け
が
え
の
な
い
、
信
じ
合
え

る
、「
本
物
の
友
達
」
を
。

本
物
の
友
達

南
中
学
校
３
年

髙た
か

岡お
か

　
美み

帆ほ

Letter
ありがとうの手紙

うまうま
地元の旬を食べつくせ！

かんたん料理レシピ

「ポパイエッグコロッケ」
優秀賞
　一般の部

有り難うお父さん
　萱場　高

たか

橋
はし

　美
み

紀
き

 さん

　突然の年賀状からもう3年が、過ぎようと
しています。
　自分の我

わ

が儘
まま

で、十数年音信不通にしてし
まい、結婚、孫の誕生も知らせずにいた私…。
しかし、子供が成長するにつれ自分のした事
の大きな間違いに気付き、思い切って写真付
き年賀状を出しましたね。その返事が来てし
かも、子供達に逢いに来てくれて本当に嬉し
く感謝の気持ちで一杯になりました。今では、
私達家族にとってなくてはならない大きな存
在。
　本当に、有り難うね。

27

材料（4人分）

合いびき肉200g、ジャガイモ大4個、タマネギ中1個、
卵2個、ホウレンソウ200g、小麦粉・パン粉・とき
卵適量、塩・こしょう少々

作り方

❶ ホウレンソウは、堅めにゆでて水気を切り、1㎝ぐら
いに切る。
❷卵は、塩・こしょうを入れていり卵にする。
❸タマネギは、みじん切りにしていため、ひき肉を加

　えてきつね色になるま
　でさらにいためる。
❹ ジャガイモはゆでて
つぶし、❶❷❸と混ぜ
合わせる。

❺ ❹を8個に分け、小麦
粉・とき卵・パン粉の
順につけて揚げる。

い
頃
か
ら
、
ゼ
ロ
の
状
態
か
ら

作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
に
興
味

が
あ
っ
た
。
元
々
絵
や
も
の
を
作
る

の
が
好
き
だ
っ
た
が
、
藤
沢
で
設
計

事
務
所
を
営
む
父
の
仕
事
を
眺
め
る

う
ち
に
、
自
然
と
建
築
へ
の
想
い
が

大
き
く
な
っ
て
い
っ
た
。

学
フ
ィ
ル
ム
を
取
り
入
れ
た
修

了
制
作
が
評
価
さ
れ
、
感
覚

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
宮
城
県
）
で
の
常
設

作
品
や
横
浜
で
の
展
覧
会
（
写
真
）
、

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
の
展
示
を
手

掛
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
'06
年
に
一

級
建
築
士
に
合
格
。
'09
年
に
は
、
彼

女
の
技
術
が
特
許
登
録
さ
れ
た
。
建

築
物
に
こ
の
技
術
を
用
い
た
開
放
的

な
空
間
を
生
み
出
し
た
い
と
、
現
在
も

設
計
活
動
に
意
欲
を
燃
や
し
て
い
る
。

　
そ
の
一
方
で
、
常
に
人
を
意
識
し
、

楽
し
ま
せ
ら
れ
る
エ
ン
タ
ー
テ
イ

ナ
ー
で
あ
り
た
い
と
願
う
。
彼
女
が

作
品
に
込
め
る
愛
情
は
、
観
る
者
の

笑
顔
と
な
っ
て
花
を
咲
か
せ
る
。

夢
な
か
る
べか
ら
ず

夢
七
訓

　
夢
な
き
者
は
理
想
な
し

　
理
想
な
き
者
は
信
念
な
し

　
信
念
な
き
者
は
計
画
な
し

　
計
画
な
き
者
は
実
行
な
し

　
実
行
な
き
者
は
成
果
な
し

　
成
果
な
き
者
は
幸
福
な
し

ゆ
え
に
　
幸
福
を
求
め
る
者
は

　
　
　
　
　
夢
な
か
る
べ
か
ら
ず
※

（
本
文
中
の
敬
称
は
本
人
の
承
諾
を
得
て
省
略
し
て
い
ま
す
）

点
を
変
え
る
こ
と
で
、
色
彩
や
型
を

自
在
に
変
化
さ
せ
、
観
る
者
を
不
思

議
の
世
界
へ
と
誘い
ざ
なう

。

　
建
築
家
　
葉
山
香
織

　
多
く
の
企
業
が
、
無
限
の
可
能
性

を
秘
め
た
彼
女
の
技
術
に
注
目
し
て

い
る
。

阪
国
際
女
子
マ
ラ
ソ
ン
ス
ポ
ン

サ
ー
ブ
ー
ス
の
一
角
に
、
空
間

ア
ー
ト
作
品
が
出
現
し
た
。

　
光
学
フ
ィ
ル
ム
を
用
い
た
そ
の

ア
ー
ト
は
、
光
を
巧
み
に
操
る
。
視

「
笑
顔
」
が
創
造
の
原
点

大

幼

企
業
と
の
コ
ラ
ボ

さ
ん

光

葉は

山や
ま 

香か

織お
り

　
高
３
の
時
、
進
路
は
迷
わ
ず
建
築

学
科
に
定
め
た
。
試
験
で
は
ス
ケ
ッ

チ
力
が
要
求
さ
れ
る
た
め
、
毎
日
１

枚
の
ス
ケ
ッ
チ
を
日
課
と
し
た
。

日
々
作
業
的
に
な
っ
て
い
く
画え

を
見

た
恩
師
が
諭
し
た
。
対
象
物
を
愛
し

な
さ
い
―
そ
の
言
葉
は
人
生
で
の
礎

と
も
な
っ
た
。

　
工
業
大
学
で
建
築
設
計
を
学
ん
だ

が
、
ア
ー
ト
と
し
て
の
建
築
に
魅
せ

ら
れ
、
さ
ら
に
東
京
芸
大
の
院
に
進

ん
だ
。
'04
年
修
了
制
作
に
用
い
る
素

材
を
探
し
て
い
た
時
に
、
昔
理
科
の

授
業
で
習
っ
た
光
を
操
る
不
思
議
な

フ
ィ
ル
ム
を
思
い
出
し
た
。

 

「
こ
れ
は
使
え
る
か
も
し
れ
な
い
」

人
生
を
左
右
す
る
大
発
見
だ
っ
た
。

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー

人が動くと黒い壁も一緒に動
いていく「流動的領域」展
（BankART 1929 Yokohama
で開催）

愛
情
を
持
っ
て

※渋沢栄一が残したとされる「夢
ゆめしちくん

七訓」より。「夢なかるべからず」は「夢を持たないといけません」という意味。
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■  発行／深谷市（秘書室　埼玉県深谷市仲町11番1号　☎571‐1211・５574‐8531）
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深谷市
モバイルサイト

Ｃ http://www.city.fukaya.saitama.jp/fukayahanaweb/index.htm「ガーデンシティふかや」のホームページもご覧ください。

ツリークライミング（20日）

各賞のほか、参加者全員に参加賞を贈呈
締め切り　4月 15日㈮

[ コンテナガーデン部門 ]（50 作品）
　縦横 70 ㎝程度で高さ自由。切り花以外で仕立てた物
[ ハンギングバスケット部門 ]（50 作品）
　縦横 70 ㎝以内の壁掛け型。切り花以外で仕立てた物
[ オリジナル箱庭部門 ](30 作品 )
　縦 53cm横 86 ㎝の長方形スペースで高さ自由

　メーン会場（深谷城址公園）で
ガーデニング関連商品の展示・販
売や地場産品、食品関係などのテ
ント出店者を募集します。
　今回から地場産品・食品販売関
係は、市内関係団体または深谷市
商工会議所の登録団体、市内在住
の個人に限ります。
　出店を希望されるかたは、必要
書類の提出がありますので、２月
28日㈪までにガーデンシティふか
や推進室へご連絡ください。
※今回は希望者の事前説明会はありません。

　あなたの自慢のパフォーマン
スを披露してみませんか？
応募期間　2月 15 日㈫～
（定員になり次第終了）
募集イベント例　コーラス・演
舞・ダンス・和楽器・管弦楽・
吹奏楽・弾き語りなど

あなたの熱意、募集しています！
　花フェスタにスタッフとして
加わっていただき、準備の段階
から会場設営や花の装飾、場内
の花の管理・清掃のほか、イベ
ント運営のお手伝いをしていた
だきます。

コンテスト作品募集

出店者募集 ステージイベント参加者募集 準備・運営ボランティア参加者募集

ツリークライミング体験（小学生対象）
■とき　20 日㈰①午前 10 時～　②午前
11 時～　③午後 1時～　④午後 2時～

■参加料　500円　■定員　各回先着 10人

事前に予約が必要なイベント

■テーマ　ふかや緑の王国の魅力
■募集部門　①一般の部　②中学生の
部　③小学生の部
■締め切り　平成 24年 1月 6日㈮まで
※詳細は、ふかや緑の王国またはホームページへ

■とき　3月 12 日㈯午前 10 時～正午　■ところ　ふかや緑の王国
■定員　40 人（応募者多数の場合は抽選）■参加料　2,000 円
■講師　関

せ き

根
ね

家
い え

松
ま つ

氏（埼玉県花と緑の振興センター所長）
■申し込み　２月 25日㈮までにふかや緑の王国（☎ 551‐5551）へ

シラサギが翼を広げているような、かわいらしいサギソウの育て方を学びませんか！

キッズガーデニング教室（小学校６年生以下対象）
■とき　20 日㈰午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分
■参加料　500 円　■定員　先着 50 人

■申し込み　2月 7日㈪午前 8時 30 分か
ら、ふかや緑の王国（☎ 551‐5551）へ

サクラソウ教室
■とき　20 日㈰午前 10 時～正午
■参加料　1,000 円　■定員　先着 10 人

ピザづくり教室（500 円）
餅つき大会お茶会（19 日）

キッズガーデニング（20日） 葉っぱのプール

※参加は午前 10時から抽選

　ふかやの春の定番、ふかや花フェスタも第 8回になります。
　今年もさらに内容を充実させるべく準備中です。お楽しみに！

２月
ガーデンシティニュース

GARDENCITYNEWS
自然と人間が共生できるまちづくり

ガーデンシティふかや推進室（ふかや緑の王国）
☎551‐5551・深谷市櫛引24（埼玉県花植木流通センター隣）


